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一
、一
八
〇
二
年
のTlingits

の
対
ロ
シ
ア
蜂
起
に
つ
い
て

　
一
八
〇
二
年
六
月
、ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
の
事
実
上
の
建
設
者А
. А
. Баранов

が
、
ラ
ッ
コ
を
中
心
と
す
る
毛
皮
獣
の
極
め
て
豊
富
な
地
域
の
中
心
に
あ
り
、
将

来
の
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
会
社
の
主
拠
点
と
し
て
一
七
九
九
年
以
降
心
血
を
注

い
で
建
設
を
進
め
て
来
た
、М

ихайловская крепость

（O
ld Sitka

）
は

Tlingits

の
攻
撃
を
受
け
壊
滅
し
た
。
こ
れ
は
孤
立
し
た
事
件
で
は
な
く
、
同
年

Yakutat

以
南
で
頻
発
し
た
ロ
シ
ア
人
と
そ
の
狩
猟
団
（партия

）
に
対
す
る

Tlingits

の
攻
撃
の
一
つ
で
、
規
模
と
影
響
の
双
方
で
最
大
だ
っ
た
。
従
っ
て
ロ

シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
史
研
究
で
は
全
体
を
「
一
八
〇
二
年
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
蜂

起
」
と
称
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
（
2
）
。
中
で
も
、
流
血
の
惨
事
を
伴
う
そ
の
悲
劇
性

と
ド
ラ
マ
性
の
た
め
こ
の
事
件
は
、「The Sitka  M

assacre

」
と
も
呼
ば
れ
、

初
期
の
研
究
以
来
多
く
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
近
年
の
ロ
シ
ア
の
研
究
で
は

「
一
八
〇
二
年
に
平
和
的
ロ
シ
ア
―Tlingits

関
係
が
…
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
達
に
よ

り
激
し
く
破
壊
さ
れ
た
（
3
）
」
あ
る
い
は
「
最
も
悲
劇
的
事
件
が
一
八
〇
二
年
に
発
生

し
た
（
4
）
」
と
、
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
原
住
諸
民
族（
5
）の
対
ロ
シ
ア
人
反
乱

と
の
見
方
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。「
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
史
」
第
二
巻
が
こ
れ
を

「
そ
の
規
模
で
も
結
果
に
お
い
て
も
全
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
史
上
最
大
の
原
住
諸

民
族
の
反
乱
行
動
で
あ
っ
た
（
6
）
」
と
評
す
る
の
も
同
様
で
あ
る
（
7
）
。
ま
た
そ
れ
ら
は
、

北
はYakutat

か
ら
南
はK

aigani- H
aida

い
た
る
原
住
諸
民
族
・
諸
氏
族
の

反
ロ
シ
ア
同
盟
形
成
を
そ
の
動
因
と
し
、
攻
撃
の
計
画
性
・
組
織
性
を
強
調
す

る
（
6
）
。
こ
れ
はH

. H
. Bancroft

の
「
未
開
人
達
は
彼
ら
の
計
画
を
成
熟
さ
せ
て
い

た
。
同
盟
者
はAlexander Archipelago

の
全
て
の
村
々
及
びthe Stakhin 

River

の
人
の
居
住
す
る
谷
か
ら
確
保
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
八
〇
二
年
の
夏
の
間

に
、
一
撃
が
加
え
ら
れ
、
地
上
か
ら
幼
児
期
の
コ
ロ
ニ
ー
を
一
掃
し
た
。
（
8
）」
と
の

主
張
と
地
域
の
相
違
は
あ
る
が
、
概
ね
一
致
す
る
。
た
だ
し
、А

. В
. Гринёв

の

主
著
の
結
論
「
一
八
〇
二
年
の
蜂
起
は
ほ
ぼ
一
万
人
の
住
民
を
有
す
る
約
十
二
万

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
領
域
の
原
住
諸
民
族
を
統
合
し
た
全
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ

カ
史
上
最
も
大
規
模
な
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
反
抗
行
動
（
9
）
」
は
、
反
乱
の
規
模
の
点
で

Tlingits

側
史
料
の
裏
づ
け
が
必
要
で
あ
ろ
う
。Tlingits

の
口
承
伝
承
の
文
章

化
が
そ
の
利
用
を
可
能
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
一
九
五
〇
年
代
以
降
採
集
録

音
さ
れ
た
「Tlingit oral traditions

」（
口
承
伝
承
）
は
、
近
年Tlingits

出

身
研
究
者
の
参
加
の
下
、
文
章
化
と
英
訳
が
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
部
分
的
に
は
既

に
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
祖
先
の
歴
史
に
関
し
てTlingits

自
身
が
伝
承
し
て
き

た
記
憶
の
記
録
に
は
、
一
八
〇
二
年
と
事
件
に
関
係
す
る
諸
事
実
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
多
く
が
、
二
〇
〇
八
年
に
出
版
さ
れ
た
、
一
八
〇
二
年
と
一
八
〇
四
年

の
ロ
シ
ア
―Tlingits

の
戦
い
と
ロ
シ
ア
人
の
ア
ラ
ス
カ
進
出
をTlingits

の
視

点
か
ら
再
検
討
す
る
研
究
書
―
史
料
集
に
）
10
（

収
録
さ
れ
た
。
こ
の
『
…Russians 

in Tlingit Am
erica

』
は
従
来
の
研
究
（
対
象
は
主
に
ロ
シ
ア
の
研
究
。
だ
が
、

Bancroft

の
そ
れ
を
含
む
）
を
以
下
の
よ
う
に
批
判
す
る
）
11
（

。
戦
い
の
筋
道
は
こ

れ
ら
の
中
で
何
度
も
詳
述
さ
れ
る
が
、
そ
の
基
礎
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
る
、
こ

一
八
〇
二
年
のSitka

の
戦
い
（
二
）

│
│
ロ
シ
ア
のSitka

定
住
地М

ихайловская крепость

（Old Sitka

）
のTlingits

に
よ
る
破
壊
及
び
そ
の
原
因
と
結
果
に
つ
い
て
│
│

岡
　
　
野
　
　
恵 

美 

子
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の
事
件
に
近
い
時
期
の
人
々
の
記
述
が
、
間
接
的
情
報
の
性
格
が
強
い
。
従
っ

て
こ
れ
ら
を
利
用
し
た
十
九
世
紀
か
ら
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
（
一
九
八
〇
年
代
以

前
）
の
研
究
書
に
は
「
事
実
の
誤
り
、
誤
っ
た
解
釈
そ
し
て
ひ
ど
い
紋
切
型
表
現

が
多
く
あ
る
）

12

（

」。
次
に
、
最
近
の
研
究
（
特
に
ロ
シ
ア
の
）
に
対
し
て
は
、
こ
の

欠
陥
の
修
正
を
進
め
た
こ
と
を
評
価
す
る
が
、
ア
ラ
ス
カ
の
地
域
的
諸
状
況
に
関

す
る
知
識
の
欠
如
と
、「Tlingit oral tradition

へ
の
接
近
」
が
不
充
分
）
13
（

と
の

理
由
で
ま
だ
不
完
全
と
見
な
す
。
と
は
言
え
現
状
のTlingit oral traditions

の
対
象
は
狭
く
、
一
八
〇
二
年
と
一
八
〇
四
年
の
諸
事
件
へ
の
、Sitka

のThe 
K

iks. ádi clan

（the Raven m
oiety

）
の
参
加
（
こ
の
戦
い
の
個
別
的
原
因

を
含
む
が
）
と
そ
の
戦
い
の
過
程
に
限
定
さ
れ
る
。
英
米
の
商
船
・
商
人
と
ロ
シ

ア
―
ア
メ
リ
カ
会
社
と
の
競
合
状
況
や
前
者
とTlingits

と
の
関
係
と
い
っ
た

ロ
シ
ア
側
史
料
が
注
目
す
る
点
は
言
及
さ
れ
ず
、
こ
の
事
件
の
広
範
な
背
景
や
原

因
を
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
）
14
（

。

　
し
か
し
双
方
の
研
究
者
と
も
にTlingit oral traditions

を
除
く
基
礎
的

史
料
の
選
択
で
は
以
下
の
三
種
で
一
致
し
て
い
る
。
①К
. Т
. Хлебников

の
こ

の
事
件
に
関
す
る
報
告
書
（
一
八
三
一
年
、Н
ово- Архангельск

―
再
建
さ

れ
たSitka

定
住
地
―
に
て
執
筆
）
15
（

）。
こ
れ
は
元
来
、
総
支
配
人
夫
人
に
献
呈
す

る
目
的
で
書
か
れ
た
。
彼
は
一
八
〇
一
年
に
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
会
社
に
入
り

一
八
一
三
年
六
月
ま
で
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
続
い
て
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
勤
務
し
た
。

一
八
一
五
年
にL

. K
. A
. v. H

agem
eister

指
揮
下
「the K

utuzov

」
号
で
ク
ロ

ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
出
発
し
、
一
八
一
七
年
十
一
月
二
〇
日
にSitka
着
。
翌

一
八
一
八
年
一
月H

agem
eister

がА
. А
. Баранов

と
交
代
し
最
初
の
海
軍
軍

人
の
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
総
支
配
人
に
な
る
と
、
そ
の
補
佐
と
し
て
一
八
三
二

年
ま
で
当
地
で
勤
務
。
前
総
支
配
人
に
し
て
建
設
者А

. А
. Баранов

、
彼
の
副

官И
. А
. К
ускoв

そ
し
てO

ld Sitka

建
設
の
参
加
者
で
そ
の
壊
滅
の
詳
細
を
知

る
者
や
こ
の
事
件
の
生
存
者
と
直
接
話
し
て
、
証
言
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

彼
の
報
告
書
が
一
次
史
料
と
見
な
さ
れ
る
根
拠
は
こ
こ
に
あ
る
。
②
一
八
〇
二

年
七
月
一
日
付И

. А
. К
ускoв

のK
odiak

島
のА

. А
. Баранов

へ
の
報
告
。

（Yakutat

で
執
筆
）。
即
ち
「
プ
ロ
ム
ィ
シ
ュ
レ
ン
ヌ
ィ
の
人
々
と
現
地
諸
部

族
（местны

ми племенами

）
と
の
武
力
衝
突
及
び
ノ
ヴ
ォ
ア
ル
ハ
ン
ゲ

リ
ス
ク
（Н

овоархангельск

）
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
よ
る
壊
滅
に
関
す
る
報

告
」。К

ускoв

はА
. А
. Баранов

が
ア
ラ
ス
カ
赴
任
に
あ
た
りГ. Ш

елихов

と
の
契
約
で
自
ら
の
副
官
と
し
選
び
雇
用
し
た
人
物
で
、
前
者
が
一
八
一
八
年
に

ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
の
総
支
配
人
を
退
任
す
る
ま
で
そ
の
最
も
信
頼
さ
れ
た
副

官
と
し
て
現
地
で
そ
の
事
業
の
実
行
に
挺
身
し
た
。
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
会
社

と
そ
の
前
身
の
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会
社
の
中
核
事
業
で
あ
る
ロ
シ
ア
人
プ
ロ
ム
ィ

シ
ュ
レ
ン
ニ
キ
と
多
数
の
現
地
民
（
主
にAleut

）
狩
猟
者
（партовщ

ики

）

か
ら
成
る
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
船
団
派
遣
に
よ
る
毛
皮
猟
で
は
、K

odiak

島
か
ら
派

遣
さ
れ
る
「Д

альная партия

（
遠
距
離
狩
猟
団
）」
を
長
と
し
て
度
々
率
い

てYakutat

か
らSitka

方
面
に
遠
征
し
た
。
一
八
〇
二
年
、
彼
のпартия

もTlingits

の
攻
撃
を
受
け
交
戦
し
た
。
そ
の
後М

ихайловская крепость

陥
落
の
情
報
を
得
る
や
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
を
派
遣
し
壊
滅
直
後
の
要
塞
の
情
報
を

収
集
し
た
。
従
っ
て
彼
の
報
告
は
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
直
後
の
直
接
的
史
料

で
あ
る
）
16
（

。Tlingit

側
の
研
究
者
も
「Russian

、A
leuits

（Aleut

）、A
lutiit

（K
odiak

エ
ス
キ
モ
ー
、K

oniagi

）
とTlingits

間
の
現
地
の
関
係
」
を
示
す

「
高
い
価
値
を
有
す
る
直
接
の
報
告
）
17
（

」
と
当
時
の
ロ
シ
ア
人
―
現
地
人
関
係
解
明

の
た
め
の
一
次
史
料
と
し
て
も
評
価
し
て
い
る
。
③
一
八
〇
二
年
の
事
件
の
生
存

者
の
証
言
とTlingits

の
伝
承
。
前
者
は
多
く
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
本
稿
で

はА
. П
лотников

（
ロ
シ
ア
人
）
とК

. П
инню

ин

（K
oniagi

、K
odiak

島

Ч
иниак

村
の
出
身
。
ロ
シ
ア
人Захар Л

ебедев

の
妻
）
の
証
言
を
取
り
あ

げ
る
。
両
者
と
もO

ld Sitka

に
対
す
るTlingits

の
攻
撃
時
に
、
現
場
や
現

場
の
近
接
地
に
い
た
。
ま
た
、
こ
の
時
のTlingit

側
の
攻
撃
に
関
す
る
具
体
的

事
実
に
つ
い
て
は
、Tlingit oral traditions

も
重
要
な
一
次
史
料
で
あ
る
）
18
（

。

　
①
②
③
の
史
料
で
も
部
分
的
に
言
及
さ
れ
る
が
、
来
航
し
て
い
た
外
国

船
商
人
の
、
事
件
に
関
係
す
る
行
動
等
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
船
「The 

U
nicorn

」
号
船
長H

enry Barber

関
連
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
新
聞
史
料
と

W
. W
. Schuhm

acher

の
研
究
が
重
要
で
あ
り
、
本
稿
も
こ
れ
を
用
い
る
）
19
（

。

　
さ
て
、
本
稿
は
①
と
②
を
中
心
に
③
及
びH

. Barber

関
連
史
料
に
よ
り
①
を
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補
足
・
修
正
。
さ
ら
に
、Tlingit oral traditions

研
究
の
成
果
を
参
照
し
つ

つ
、
一
八
〇
二
年
の
諸
事
件
の
原
因
と
概
容
及
び
形
成
途
上
の
ロ
シ
ア
領
ア
ラ
ス

カ
へ
の
影
響
を
考
察
す
る
。
但
し
、
事
件
の
プ
ロ
セ
ス
は
概
略
の
記
述
と
す
る
。

そ
れ
はTlingit oral traditions

と
ロ
シ
ア
の
残
存
史
料
に
示
さ
れ
た
戦
い
の

諸
事
実
、
行
為
そ
し
て
余
波
は
概
ね
す
べ
て
の
主
要
な
点
で
一
致
す
る
。
そ
れ
を

Tlingit

の
研
究
者
も
認
め
て
お
り
）
20
（

、
従
っ
て
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
書
で
言
及

さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
幅
に
修
正
す
る
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
さ
て
「
一
八
〇
二
年
の
蜂
起
」
と
呼
ぶ
場
合
はTlingits

の
ロ
シ
ア
人
と
そ

の
狩
猟
団
（партия

）
を
構
成
す
るChugach

、K
oniagi

、Aleut

等
の
北

部
太
平
洋
岸
諸
民
族
に
）
21
（

対
す
る
攻
撃
の
総
体
を
指
す
。
そ
れ
は
以
下
の
三
事
件

か
ら
成
る
。
㈠М

ихайловская крепость

（O
ld Sitka

）
の
全
面
的
破
壊
。

㈡
㈠
の
後
ま
も
な
く
発
生
し
たИ

. У
рбанов

率
い
る
狩
猟
団
（ситкинская 

партия

）
へ
の
攻
撃
と
そ
の
壊
滅
。
㈢К

ускoв

率
い
る
狩
猟
団
へ
の
攻
撃
と

撃
退
。
こ
れ
ら
は
㈠
と
㈡
が
六
月
で
、
㈢
は
五
月
で
あ
る
。
時
間
的
に
は
㈢
が
最

も
早
い
が
、
㈠
が
拠
点
的
定
住
地
の
完
全
破
壊
で
あ
り
、
規
模
に
お
い
て
も
重
要

性
に
お
い
て
も
最
大
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な
い
。
㈡
は
㈠
に
随
伴
す
る
事
件
の
性

格
を
有
す
も
の
で
あ
る
。
㈢
は
㈠
㈡
と
は
発
生
地
域
も
離
れ
異
な
る
性
格
の
事
件

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
㈠
㈡
㈢
が
一
つ
の
計
画
に
よ
り
実
行

さ
れ
た
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
ま
だ
確
実
な
証
拠
が
不
足
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
㈠
と
㈡
を
ま
ず
検
討
し
、
最
後
に
㈢
を
検
討

す
る
。
最
後
の
㈢
の
当
事
者К
ускoв

の
報
告
に
は
㈠
の
事
件
後
のSitka
か
ら

Yakutat

の
広
い
地
域
の
状
況
と
彼
の
得
た
直
接
情
報
が
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
こ

で
こ
の
事
件
に
対
す
る
直
接
的
な
ロ
シ
ア
側
の
評
価
と
対
応
を
考
察
し
た
い
。

二
、T
he T

lingits

のМ
и
хай

л
овская

 креп
ость

（Н
овоархангельская крепость

）
攻
撃
と
そ
の
壊
滅

　
一
八
〇
二
年
春
、В

. Г. М
едведников

の
指
揮
下
こ
の
要
塞
に
は
、
ロ
シ

ア
人
二
九
名
、
ボ
ス
ト
ン
船
「H

ancock

」
号
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
人

五
名
）
22
（

、
及
びAleut

約
二
〇
〇
名
と
何
十
人
か
のK

oniagi

の
女
（Alutiiq

）

と
そ
の
子
供
達
が
い
た
。
こ
の
女
達
は
ロ
シ
ア
人
やAleut

の
妻
だ
っ
た
。

М
едведников

は
、
同
年
五
月
にИ

. У
рбанов

指
揮
下
の
九
十
漕
の
バ
イ

ダ
ー
ル
カ
（
狩
猟
団
、ситхинская партия

）
を
ラ
ッ
コ
猟
にК

ековской 
залив

（
現Frеderick Sound

）
に
派
遣
し
た
。
こ
れ
はAleut

の
他
に
、

ロ
シ
ア
人А

. К
арпов

とА
. К
очесов

及
び
ア
メ
リ
カ
人
一
名
）
23
（

か
ら
成
る
。
次

に
六
月
十
日
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
猟
にВ

. К
очесов

指
揮
下Aleut

八
名
、
ロ
シ

ア
人
五
名
、
ア
メ
リ
カ
人
三
名
か
ら
成
る
小
狩
猟
団
が
出
発
し
た
。
要
塞
に
防

衛
の
た
め
残
っ
た
の
は
ロ
シ
ア
人
二
一
名
、
ア
メ
リ
カ
人
一
名
、
病
気
のAleut

二
〇
名
そ
し
て
女
と
子
供
約
五
〇
名
）
24
（

。Хлебников

に
よ
れ
ば
こ
の
中
に

колош
енки

（Tlingit

の
女
）
も
含
ま
れ
て
い
た
）
25
（

。
そ
の
上
後
述
す
る
よ
う
に

攻
撃
時
に
は
ロ
シ
ア
人
全
員
が
要
塞
内
に
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
十
六
人
の
戦
闘

能
力
の
あ
る
ロ
シ
ア
人промы

словников

と
一
人
の
ア
メ
リ
カ
人
だ
け
が
司

令
官
を
除
く
要
塞
防
衛
者
だ
っ
た
）
26
（

。

　
司
令
官М

едведников

は
当
地
のTlingits

の
友
好
的
気
分
を
強
く
確
信

し
て
い
た
。
去
年Aleuts

に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
彼
ら
のclan

の
人
々
の
復
讐
と

し
て
彼
ら
が
秘
密
の
殺
人
計
画
を
持
っ
て
い
る
と
の
う
わ
さ
が
あ
っ
た
が
。
し

か
し
要
塞
の
防
壁
の
中
、
自
身
は
充
分
安
全
と
見
な
し
、K

odiak

か
ら
来
る
狩

猟
団
に
対
し
殺
害
を
は
か
る
企
て
は
あ
り
得
る
と
彼
は
考
え
て
い
た
）
27
（

。
他
方
、

要
塞
で
暮
ら
し
て
い
るколош

енки

がTlingit

側
に
「
人
員
数
も
要
塞
内

の
全
活
動
、
警
戒
、
そ
し
て
不
注
意
も
知
ら
せ
て
い
た
。К

олош
и

は
攻
撃
の

日
に
日
曜
日
を
選
ん
だ
。）
28
（

」
攻
撃
日
に
つ
い
て
は
史
料
に
よ
り
多
様
で
あ
っ
た
。

Хлебников

は
六
月
十
八
日
又
は
十
九
日
の
日
曜
日
と
し
た
が
日
付
と
曜
日
が

不
一
致
で
あ
る
。
生
存
者А

. П
лотников

は
「
日
付
は
全
く
覚
え
て
い
な
い
。

そ
れ
が
日
曜
日
だ
っ
た
こ
と
以
外
は
。」
と
証
言
し
た
）
29
（

。
し
か
し
六
月
十
五
日
と

二
二
日
は
日
曜
日
で
あ
る
が
、И

. К
ускoв

がSitka

方
面
に
派
遣
し
た
六
漕
の

バ
イ
ダ
ー
ル
カ
の
狩
猟
団
員
が
、
既
に
焼
亡
し
て
し
ま
っ
た
こ
の
要
塞
を
見
た
の

が
六
月
十
九
日
で
あ
る
。
従
っ
て
二
二
日
の
可
能
性
は
無
く
、
六
月
十
五
日
を
攻

撃
日
に
比
定
す
る
こ
と
に
今
日
研
究
者
間
で
ほ
ぼ
一
致
を
見
て
い
る
）
31
（

。

　「O
ld Sitka

」
で
の
こ
の
戦
い
はTlingit

の
一
般
的
表
現
で
は
「the 
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が
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
こ
ん
棒
を
取
っ
た
時
）
32
（

」
で
あ
り
、
場
所
は

「G
ajaa H

éen

に
）
33
（

あ
る
未
完
成
の
要
塞
」
で
あ
る
。
当
日М

едведников
に
は
危
機
到
来
の
懸
念
は
薄
く
、
朝
早
く
ロ
シ
ア
人П

. К
узмичев

と

Д
. И
зохтин

を
魚
獲
り
に
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
で
行
か
せ
、
ア
ザ
ラ
シ
狩
り
に

Тараданов
も
送
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
昼
食
の
後Е

. Ры
балов

が
小
川
の
せ

き
止
め
の
見
回
り
に
出
か
け
た
。
最
後
に
二
時
頃А

. П
лотников

が
雄
牛
を

点
検
す
る
た
め
小
川
の
方
に
行
っ
た
）
34
（

。
こ
の
直
後Tlingits

の
攻
撃
が
始
ま
っ

た
こ
と
は
彼
の
次
の
よ
う
な
証
言
が
示
す
。「
短
時
間
で
要
塞
に
戻
っ
て
く
る
と

銃
と
槍
で
武
装
し
た
大
量
のTlingits

の
群
が
既
に
兵
舎
（казарма

）
を
包

囲
し
て
い
た
」
と
）
35
（

。
ま
たХлебников

に
よ
れ
ば
「
彼
ら
（Tlingits

）
は
突

然
、
多
数
で
、
し
か
し
静
か
に
騒
音
を
た
て
ず
に
、
見
通
し
の
き
か
ぬ
密
生
し

た
森
林
の
中
か
ら
、
小
銃
と
槍
と
短
刀
で
武
装
し
て
進
撃
し
て
来
た
。）
36
（

」
そ
し
て

П
лотников

は
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
知
人
だ
っ
た
「Sitka taion

」М
ихаило

（Скаутлелт

＝Shk' aw
ulyeil

　
ロ
シ
ア
人
が
名
づ
け
た
名
）
）
37
（

が
攻
撃
の
間

指
揮
を
取
る
姿
を
目
撃
し
た
）
38
（

。「М
ихаило

（Shk' aw
ulyeil

）
は
支
配
人
の
家

の
向
い
側
の
丘
の
上
に
立
ち
、
兵
舎
を
包
囲
し
た
人
々
を
指
図
し
、
バ
イ
ダ
ー

ラ
（баты

）
に
早
く
来
る
よ
う
に
叫
ん
で
い
た
）
39
（

。
そ
れ
ら
は
多
分
遠
く
に
離
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
呼
び
声
に
応
え
て
（
一
瞬
の
う
ち
に
）
六
二

漕
の
バ
イ
ダ
ー
ラ
が
岬
の
後
側
か
ら
現
わ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
にTlingit

の

「G
ajaan H

éen

の
未
完
成
要
塞
」（М

ихайловская крепость
）
40
（

）
へ
の
攻

撃
が
非
常
に
多
く
の
人
間
に
よ
り
、
海
上
（
戦
闘
用
カ
ヌ
ー
で
）
と
森
を
通
っ
て

実
行
さ
れ
た
こ
と
は
、Tlingit oral traditions

の
記
録
と
も
一
致
す
る
）
41
（

。
そ

れ
は
ロ
シ
ア
側
に
恐
怖
を
呼
び
お
こ
す
に
充
分
で
あ
っ
た
。「
彼
ら
（Tlingits

）

の
顔
に
は
、
野
獣
の
天
性
に
従
っ
て
赤
や
そ
の
他
の
色
の
斑
点
が
あ
っ
た
。
も

じ
ゃ
も
じ
ゃ
の
髪
は
羽
毛
が
詰
め
ら
れ
鷲
の
羽
毛
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
。
何

人
か
は
歯
を
む
き
出
し
て
い
る
肉
食
獣
や
そ
の
他
の
空
想
上
の
怪
物
じ
み
た
動
物

の
姿
を
描
く
仮
面
を
つ
け
て
い
た
。）
42
（

」
武
装
と
恐
ろ
し
い
叫
び
声
と
と
も
に
。

　
突
然
の
攻
撃
と
要
塞
内
の
建
物
の
包
囲
行
動
は
要
塞
内
の
人
々
に
ま
ず
建
物
内

特
に
中
心
の
兵
舎
へ
の
避
難
と
そ
の
閉
鎖
を
促
し
た
。П

лотников

は
急
い
で

兵
舎
に
向
っ
て
走
っ
た
が
、
既
に
ロ
ッ
ク
さ
れ
中
に
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
銃

が
保
管
さ
れ
て
い
る
家
畜
小
屋
に
走
っ
て
入
り
、
家
畜
を
世
話
す
る
女
に
小
さ

な
息
子
と
と
も
に
森
に
隠
れ
る
よ
う
に
言
い
、
自
分
は
こ
の
小
屋
に
閉
じ
こ
も
っ

た
。
し
か
し
ま
も
な
くTlingits

が
こ
の
小
屋
に
も
走
っ
て
き
て
戸
を
壊
し
て

入
り
、
彼
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
小
銃
を
つ
か
ん
で
捕
ま
え
よ
う
と
し
た
。
彼
は
そ
れ

ら
を
手
離
し
て
窓
か
ら
脱
出
し
、
背
後
の
森
に
走
り
こ
ん
で
隠
れ
た
。
二
人
の

Tlingits

の
追
跡
者
は
彼
を
森
で
見
失
う
）
43
（

。
他
方
、K

oniagi

の
女К

атерина 
П
иннуин

は
三
回
、
ロ
シ
ア
人
が
何
か
叫
ん
で
い
る
の
を
聞
い
た
。
ま
も
な

く
台
所
小
屋
の
後
か
ら
ロ
シ
ア
人Г. Тю

макаев

が
来
て
言
っ
た
「
兵
舎
に
入

ろ
う
。The Tlingits

が
小
銃
で
武
装
し
て
や
っ
て
来
る
。
何
か
異
常
な
事
が

起
っ
て
る
）
44
（

」
と
。
彼
が
言
っ
た
の
で
、
建
物
外
に
い
た
ロ
シ
ア
人
と
女
達
と
子
供

は
兵
舎
に
入
り
施
錠
し
閉
じ
こ
も
っ
た
。
彼
女
達
は
窓
か
ら
銃
と
槍
で
武
装
し

た
極
め
て
多
数
のTlingits

を
見
た
が
、
す
ぐ
に
彼
ら
は
こ
の
兵
舎
を
取
り
囲

ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
要
塞
の
中
心
的
建
物
は
二
階
建
て
で
二
つбутк

（
小
要

塞
）
と
バ
ル
コ
ニ
ー
が
つ
い
て
い
た
。
そ
の
下
に
は
穴
蔵
が
あ
り
、
上
階
の
入
口

は
外
（
道
）
か
ら
入
れ
た
。
下
階
の
戸
の
す
ぐ
近
く
に
カ
ノ
ン
砲
が
置
か
れ
て
い

た
。Tlingits

の
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た
時
二
名
の
ロ
シ
ア
人С

. М
арты

нов

と

К
лохтин

は
兵
舎
に
逃
げ
こ
め
ず
外
に
い
て
最
初
に
殺
害
さ
れ
た
）
45
（

。
従
っ
て
こ

の
時
兵
舎
防
衛
者
は
ロ
シ
ア
人
が
二
階
にМ

едведников

と
五
人
、
一
階
に
八

人
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
人
一
人
の
計
十
四
人
）
46
（

。Tlingits

は
兵
舎
を
取
り
囲
む
や

窓
を
小
銃
で
銃
撃
し
て
よ
ろ
い
戸
を
破
壊
し
止
む
こ
と
な
く
窓
か
ら
銃
撃
を
行
い

続
け
た
。
さ
ら
に
彼
ら
は
ま
も
な
く
兵
舎
の
入
口
の
間
（сень

）
へ
の
戸
を
破

り
、
兵
舎
の
戸
に
小
さ
い
穴
を
開
け
、
こ
れ
ら
の
穴
を
通
し
て
、
激
し
い
銃
撃
を

開
始
し
絶
え
間
な
く
続
け
た
）
47
（

。
他
方М

едведников

は
何
と
か
下
階
に
降
り
、

十
二
人
を
組
織
し
て
「
突
然
の
狂
暴
な
攻
撃
に
」
小
銃
で
反
撃
し
た
。
し
か
し
防

衛
側
は
あ
ま
り
に
少
数
で
あ
り
、
前
述
の
敵
の
最
初
の
銃
撃
でИ

. М
аланьин

は
殺
害
さ
れ
負
傷
者
も
出
て
い
た
。
結
局
兵
舎
へ
の
最
後
の
戸
扉
は
破
壊
さ

れ
、
敵
「К

олош
и

（Tlingits

）」
は
群
を
成
し
て
流
れ
こ
ん
で
こ
よ
う
と
し

た
。
そ
の
瞬
間
既
に
負
傷
し
て
い
たТумакаев

が
カ
ノ
ン
砲
を
発
射
し
、
そ
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の
砲
に
向
い
合
っ
て
い
た
者
は
そ
の
場
に
倒
れ
、
他
の
者
は
後
ず
さ
り
し
お
じ

け
づ
い
た
。
カ
ノ
ン
砲
発
射
は
さ
ら
に
何
回
か
休
み
な
く
行
わ
れ
た
。
現
場
に

い
たП

иннуин

の
証
言
に
よ
れ
ば
「
何
人
か
のTlingits

が
そ
の
時
殺
さ
れ

た
よ
う
で
し
た
。the Tlingits

は
そ
の
戸
か
ら
少
し
離
れ
、
他
方Shanin

（Ш
анин

）
と
残
り
の
ロ
シ
ア
人
は
防
衛
の
た
め
戦
っ
て
い
た
。）
48
（

」
と
こ
ろ
が
、

下
階
に
は
カ
ノ
ン
砲
の
砲
弾
が
充
分
で
は
な
か
っ
た
の
でShanin

（Ш
анин

）

が
上
階
へ
の
天
井
に
穴
を
あ
け
た
。
し
か
し
巨
大
な
炎
が
そ
の
穴
か
ら
吹
き
出
し

た
）
49
（

」。
出
火
の
原
因
は
不
明
だ
）
50
（

が
上
階
か
ら
出
火
し
火
勢
が
拡
大
し
た
後
、
天
井

の
穴
を
通
し
て
下
階
に
火
事
が
広
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
炎
が
下
階
で
激

し
く
な
っ
た
時
、
身
を
守
る
た
め
女
性
と
子
供
の
す
べ
て
は
急
い
で
兵
舎
の
下
の

穴
蔵
に
入
り
隠
れ
た
）
51
（

。
と
こ
ろ
が
ロ
シ
ア
人
が
兵
舎
か
ら
新
た
に
カ
ノ
ン
砲
を
発

射
し
た
時
に
、
こ
の
穴
蔵
の
外
の
通
り
へ
の
戸
が
吹
っ
と
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の

た
め
彼
ら
は
穴
蔵
か
ら
要
塞
の
外
庭
に
出
ざ
る
得
ず
、
そ
こ
でTlingits

に
捕

え
ら
れ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
捕
え
た
女
性
と
子
供
を
自
分
達
の
間
で
分
配
し
、
近

く
に
留
め
ら
れ
て
い
た
自
分
の
カ
ヌ
ー
に
引
き
ず
っ
て
い
っ
た
）
52
（

。
こ
の
バ
イ
ダ
ー

ラ
か
らП

иннуин

は
炎
が
激
し
く
な
り
、
兵
舎
で
防
衛
し
て
い
た
ロ
シ
ア
人
が

煙
と
炎
の
暑
さ
に
耐
え
き
れ
ず
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
地
上
に
飛
び
降
り
、Tlingits

が
彼
ら
を
槍
で
突
き
刺
し
上
げ
る
の
を
見
た
）
53
（

。
他
方
、
前
記
のП

лотников

も

森
か
ら
出
て
兵
舎
に
近
づ
こ
う
と
し
て
こ
の
要
塞
陥
落
の
現
場
を
目
撃
し
た
。
そ

れ
は
新
造
さ
れ
た
船
も
含
め
全
て
の
建
造
物
が
燃
上
す
る
姿
だ
っ
た
。「
一
言
で

言
え
ば
建
造
物
す
べ
て
が
巨
大
な
炎
に
つ
つ
ま
れ
燃
え
て
い
た
。
そ
し
て
煙
と
炎

の
中
、
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
や
そ
の
他
の
毛
皮
、
会
社
の
所
有
す
る
商
品
・
物
品
、
司

令
官М

едведников

及
び
そ
の
他
の
狩
猟
者
の
私
有
す
る
物
品
が
上
階
に
い
た

野
蛮
人
（Tlingits

）
に
よ
り
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
海
側
の
地
上
に
投
げ
出
さ
れ
、

他
の
者
が
そ
れ
ら
を
拾
い
あ
げ
要
塞
近
く
の
海
に
停
留
し
て
い
た
バ
イ
ダ
ー
ラ
ま

で
運
び
積
み
こ
ん
で
い
た
」
の
を
目
撃
す
る
）
54
（

。П
иннуин

の
証
言
で
も
、
女
と

同
様
に
会
社
の
所
有
物
と
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
がTlingits

の
間
で
分
配
さ
れ
て
い

た
）
55
（

。П
лотников

は
こ
の
目
撃
直
後
再
び
森
に
逃
げ
こ
み
巨
大
な
木
の
根
の
間

に
隠
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
飛
び
降
り
森
に
逃
げ
こ
も
う
と
し
た

が
、
追
い
つ
い
たTlingit

四
人
に
槍
で
刺
し
上
げ
ら
れ
て
兵
舎
の
近
く
に
運
ば

れ
そ
こ
で
首
を
切
り
落
と
さ
れ
たМ

едведников

の
副
官П

. Н
аквасин

の

最
期
や
、
兵
舎
の
下
階
か
ら
飛
び
出
し
たК

абанов

を
彼
ら
が
槍
で
殺
す
の
を

目
撃
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
「
野
蛮
人
の
手
に
よ
る
こ
の
恐
る
べ
き
流
血
と
激
し
い

火
事
は
そ
の
日
の
夕
方
ま
で
続
い
た
。）
56
（

」
そ
の
後
彼
は
灰
以
外
何
も
残
ら
ぬ
所
に

近
寄
り
、
そ
こ
で
槍
を
刺
さ
れ
た
牛
の
死
体
に
遭
遇
し
、
同
情
し
て
槍
を
抜
き
そ

れ
を
埋
葬
し
よ
う
と
す
る
が
、
再
びTlingits

が
近
づ
い
て
来
た
の
で
森
に
身

を
隠
す
こ
と
に
な
る
）
57
（

。

　Tlingits

の
側
で
攻
撃
に
参
加
し
た
者
の
総
数
は
不
確
実
で
あ
る
。Хлебников

は
千
人
以
上
と
推
定
し
）
58
（

、Гринёв

の
計
算
で
は
千
五
百
人
で
あ
る
）
59
（

。
総
指
揮
を

取
っ
て
い
た
の
がK

iks. ádi clan

の
リ
ー
ダ
ーСкаутлелт

（Shk' aw
ulyeil

）

で
あ
る
こ
と
は
前
記
のП

лотников

の
目
撃
情
報
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
だ

が
要
塞
攻
撃
の
際
に
現
場
で
指
揮
を
し
た
の
は
彼
の
甥おい
で
あ
り
有
名
なTlingit

の
軍
事
指
揮
者
だ
っ
たК

отлеян

（K
' alyáan

）
で
あ
る
）
60
（

。Хлебников

に

よ
れ
ば
、
彼
が
攻
撃
で
の
第
二
の（
重
要
な
）
人
物
で
、
若
く
、
大
胆
で
あ
り
、

Баранов

と
ロ
シ
ア
人
へ
の
個
人
的
増
悪
を
表
わ
し
、
ど
こ
で
も
他
人
の
手
本

と
な
る
よ
う
に
先
頭
を
切
っ
て
突
進
し
た
）
61
（

。
こ
の
攻
撃
時
に
最
初
の
死
者
で
あ
る

歩
哨
（
見
張
り
）
を
殺
害
し
た
の
は
彼
で
あ
る
とTlingit oral traditions

は

語
る
。
但
し
こ
れ
を
鍛
冶
工
と
特
定
し
、K

' alyáan

が
死
者
の
ハ
ン
マ
ー
を
武

器
―
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
し
て
奪
い
、
お
気
に
入
り
の
戦
い
の
武
器
と
し
た
こ
と
に

こ
の
伝
承
の
重
点
は
あ
り
、
最
初
の
ロ
シ
ア
側
の
死
者
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
側
の

記
録
と
は
異
な
る
）
62
（

。
ま
た
兵
舎
（
中
心
の
、
ロ
シ
ア
側
の
残
存
者
の
ほ
ぼ
す
べ

て
が
た
て
こ
も
る
）
に
最
初
に
突
入
し
た
の
は
二
人
の
若
者Stoonook

（
父
は

K
aagw

aantaan clan

）
とD

uk' aan

（
父
はChookaneidí clan

）
で
あ
り
、

K
iks. ádi clan

に
属
す
る
。
彼
ら
はМ

едведников

とТумаков

が
小
カ
ノ

ン
砲
を
発
射
し
た
時
死
亡
し
た
最
初
の
人
間
で
も
あ
っ
た
。
次
に
前
記
の
兵
舎
を

火
事
に
し
た
実
行
犯
で
あ
る
がTlingit oral traditions

で
実
名
は
無
い
が
二

名
の
老
人
の
行
為
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
）
63
（

。
ま
たTlingit oral traditions

の

研
究
者
は
、
要
塞
内
に
居
住
し
て
い
るTlingit

の
女
達
に
よ
り
火
事
が
最
初
発
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生
さ
せ
ら
れ
た
と
の
説
を
「
わ
れ
わ
れ
の
史
料
で
は
確
認
す
る
も
の
を
何
も
見
い

だ
せ
な
い
」
と
否
定
し
、
要
塞
内
に
い
た
ア
メ
リ
カ
人
一
人
が
火
事
の
発
生
に
関

し
てTlingit

を
助
け
た
と
の
説
に
も
同
様
の
理
由
）
64
（

で
不
定
的
で
あ
る
。
火
事
発

生
時
兵
舎
内
に
い
たК

. П
иннуин

の
目
撃
証
言
に
も
こ
れ
を
伺
わ
せ
る
も
の
は

無
く
、
彼
女
の
目
に
し
た
兵
舎
内
の
状
況
も
そ
の
可
能
性
を
疑
わ
せ
る
。
従
っ
て

両
説
の
否
定
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
火
事
は
上
階
か
ら
発
生
し
燃
え
広
が
っ

た
こ
と
の
み
が
確
実
に
言
い
得
る
。
そ
し
て
火
事
の
中
、
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
を
は

じ
め
と
す
る
兵
舎
内
に
保
管
さ
れ
た
商
品
や
公
的
・
私
的
所
有
物
品
がTlingits

に
よ
り
組
織
的
に
運
び
出
さ
れ
、
彼
ら
の
バ
イ
ダ
ー
ラ
に
積
み
こ
ま
れ
た
こ
と

は
、
彼
ら
も
ロ
シ
ア
側
の
報
告
に
同
意
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、Tlingit

側
の
兵
舎
攻
撃
の
現
場
指
揮
者
が
、Shk' aw

ulyeil

で
は
な
くK

’alyáan

で
あ

る
こ
と
を
除
く
と
こ
の
攻
撃
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
側
とTlingit

側
の

見
解
は
大
概
一
致
し
て
い
る
。

　Tlingits

に
よ
る
こ
の
要
塞
へ
の
攻
撃
・
破
壊
は
要
塞
自
体
の
焼
亡
で
終
わ
っ

た
の
で
は
無
い
。
攻
撃
日
に
要
塞
外
に
い
た
会
社
の
雇
員
や
少
数
の
逃
亡
者
へ
の

攻
撃
・
追
跡
が
そ
の
後
も
続
く
。

　
ま
ず
ア
ザ
ラ
シ
猟
に
派
遣
さ
れ
たВ

. К
очесов

指
揮
の
小
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
部

隊
で
あ
る
）
65
（

。
こ
の
隊
が
翌
日
そ
こ
か
ら
戻
り
要
塞
に
近
づ
く
と
そ
の
場
所
に
異
常

な
炎
と
煙
が
見
え
た
。
彼
ら
は
観
察
の
た
め
止
ま
っ
て
い
る
と
森
の
中
に
合
図
で

彼
ら
を
呼
ん
で
い
る
人
間
を
認
め
た
。
こ
れ
をAleut

と
見
抜
き
、
急
い
で
海

岸
に
近
づ
き
彼
を
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
に
拾
い
あ
げ
た
。
し
か
し
不
幸
な
事
件
に
つ
い

て
彼
が
や
っ
と
脈
絡
の
な
い
話
を
少
し
語
っ
た
そ
の
時
に
、
多
く
の
カ
ヌ
ー
が
彼

ら
の
方
に
一
直
線
に
向
っ
て
来
る
の
に
気
づ
い
た
。Батурин

は
外
海
に
出
よ

う
と
何
回
か
試
み
た
後
、Tlingits

の
手
か
ら
逃
れ
る
の
は
不
可
能
と
見
て
ま
っ

す
ぐ
海
岸
の
絶
壁
の
方
を
め
ざ
す
こ
と
を
決
断
。
彼
ら
が
そ
こ
に
接
岸
す
る
や
い

な
やTlingits

の
カ
ヌ
ー
が
取
り
囲
み
、Tlingits

は
彼
ら
に
対
し
て
小
銃
を
絶

え
ま
な
く
発
射
し
続
け
る
。
し
か
しБатурин

と
五
人
のAleut

（K
oniagi

か
）
が
海
岸
に
走
り
の
ぼ
り
、
絶
壁
の
頂
上
に
か
ろ
う
じ
て
登
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
他
の
人
々
は
登
る
の
に
失
敗
し
、
絶
壁
の
下
で
あ
え
て
応
射
し
抵
抗
す

る
が
、
敵
か
ら
雨
霰
と
銃
撃
さ
れ
、
ま
も
な
く
二
名
を
除
く
全
員
が
殺
害
さ
れ

た
。
こ
の
二
名В
. К
очесов

とА
. Е
вглевский

は
重
傷
を
負
い
、Tlingits

の
捕
虜
と
な
る
が
、
彼
ら
の
所
に
連
れ
て
行
か
れ
、
長
時
間
苦
し
め
ら
れ
虐
殺
さ

れ
た
）
66
（

。
他
方
、
生
き
残
っ
たБатурин

と
五
人
のAleut

は
森
に
隠
れ
、
七
日

間
食
物
無
し
に
さ
ま
よ
っ
た
。
そ
の
間
に
四
人
のAleut

が
食
物
を
捜
し
に
行

き
音
信
不
通
に
な
っ
た
。
彼
とAleut

一
人
は
海
岸
に
近
づ
き
二
隻
の
船
を
見

る
。
幸
運
に
も
そ
の
船
）
67
（

が
送
っ
て
き
た
ボ
ー
ト
で
船
に
収
容
さ
れ
た
。
ま
た
、
前

述
の
目
撃
者П

лотников

も
三
度
目
の
森
へ
の
退
避
を
行
っ
た
後
、
要
塞
か
ら

遠
く
な
い
所
で
一
晩
過
ご
し
て
か
ら
、
朝
銃
声
を
聞
き
そ
の
方
向
に
行
く
が
誰
も

い
な
か
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
も
は
や
身
を
守
る
に
は
森
に
入
り
こ
み
山
に
登
る

よ
り
他
は
無
い
と
考
え
、
そ
の
場
を
去
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
彼
と
同
じ
境
遇
に

あ
っ
た
二
人
に
偶
然
出
会
っ
た
。
一
人
はChiniak

村
（Settlem

ent

）
出
身

の
若
い
女
で
胸
に
小
さ
な
子
供
を
抱
い
て
い
た
。
ま
た
一
人
はK

iliada

村
出
身

の
男
で
、К

адияк 

（kodiak

）партия

が
出
発
の
時
病
気
の
た
め
残
さ
れ
て

い
た
）
68
（

。П
лотников

は
二
人
を
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
、
山
に
登
っ
た
。
彼
ら

は
森
の
中
を
食
物
無
し
に
水
だ
け
で
八
日
間
さ
迷
っ
た
。
八
日
目
、
正
午
頃
二
発

の
カ
ノ
ン
砲
発
射
音
を
聞
き
、
彼
が
二
人
に
そ
の
場
で
待
つ
よ
う
に
言
っ
て
、
森

を
通
り
ぬ
け
、
入
江
に
出
て
海
岸
の
近
く
に
隠
れ
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
海
岸
に

近
づ
い
て
行
っ
た
。
そ
の
時
一
隻
の
船
が
小
島
の
後
か
ら
現
れ
、
湾
の
中
に
停
泊

し
た
。
イ
ギ
リ
ス
船
で
あ
る
。
会
社
の
総
支
配
人Баранов

が
か
っ
て
テ
ン
ト

を
張
っ
た
岩
（kekur

）
の
上
に
登
り
彼
は
そ
の
船
に
大
声
で
叫
ん
で
助
け
を
求

め
た
。
し
か
し
そ
の
入
江
に
い
たTlingits

が
彼
の
声
を
聞
き
、
六
人
の
男
が

彼
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た
の
で
、
森
に
隠
れ
、
や
っ
と
逃
れ
た
。
再
三
の
攻
撃
を

受
け
、
彼
は
別
の
場
所
（
岬
の
干
潟
）
に
移
ら
ざ
る
得
ず
そ
こ
で
再
び
前
記
の
船

に
呼
び
か
け
助
け
を
求
め
た
。
す
る
と
一
漕
の
武
装
し
た
小
帆
船
が
そ
の
場
に
来

た
。Tlingits

が
彼
の
方
に
来
た
が
彼
は
か
ろ
う
じ
て
そ
れ
に
乗
り
こ
む
こ
と
が

で
き
た
。
前
記
の
船
の
船
長
（Barber

）
自
身
が
小
帆
船
に
乗
っ
て
お
り
、
船

上
に
到
着
す
る
や
い
な
や
彼
は
こ
の
不
幸
な
事
件
に
つ
い
て
す
べ
て
を
説
明
し
、

さ
ら
に
海
岸
に
残
し
て
き
た
若
い
女
と
そ
の
息
子
及
び
男
を
救
っ
て
く
れ
る
よ
う
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頼
み
、
船
長
に
彼
が
彼
ら
を
隠
し
た
場
所
を
示
し
た
。
船
長
は
直
ち
に
小
帆
船
を

出
す
よ
う
命
じ
、
そ
れ
が
そ
の
隠
れ
場
所
に
ま
っ
す
ぐ
行
き
、
若
い
女
達
を
乗

せ
船
に
ま
で
運
ん
で
来
た
）
69
（

。
そ
の
後
す
ぐ
に
同
じ
小
帆
船
が
そ
の
湾
の
別
な
側

に
派
遣
さ
れ
、「
驚
い
た
こ
と
に
ロ
シ
ア
人Батурин

を
運
ん
で
き
た
。）
70
（

」
前
述

のВ
. К
очесов

隊
の
ロ
シ
ア
人
生
存
者Батурин

とП
лотников

は
共
に
イ

ギ
リ
ス
人
船
長G

. Barber

に
救
出
さ
れ
「The U

nicorn

」
号
上
で
こ
う
し
て

再
会
し
た
）
71
（

。
二
人
は
翌
日
に
船
長
にН

овоархангельская крепость

（O
ld 

Sitka

）
が
建
っ
て
い
た
場
所
に
行
か
せ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
。
船
長
は
了
承

し
、
小
帆
船
に
乗
り
こ
み
彼
ら
を
伴
っ
て
行
っ
た
。
灰
燼
に
帰
し
て
い
た
そ
の
場

所
に
到
着
す
る
や
見
つ
け
た
の
は
仲
間
の
傷
つ
け
ら
れ
た
遺
体
でК

абанов

以

外
は
首
が
無
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
彼
ら
は
そ
の
遺
骸
に
涙
を
流
し
埋
葬
し
た
。
見

つ
か
っ
た
財
産
は
溶
け
た
真
鍮
製
の
カ
ノ
ン
砲
の
鋳
塊
と
破
壊
さ
れ
た
カ
ノ
ン
砲

一
台
の
み
だ
っ
た
。

　
そ
の
二
日
後
六
月
二
四
日М

ихайловская крепость

攻
撃
の
指
揮
を
取
っ

たТойон Скаутлет

（Shk' aw
ulyeil

）
と
彼
の
甥
で
現
場
指
揮
官
だ
っ
た

К
отлеян

（K
' alyáan

）
が
二
漕
の
バ
イ
ダ
ー
ラ
で
こ
の
船
に
来
た
）
72
（

。
彼
ら
は

ロ
シ
ア
人
の
乗
船
に
警
戒
し
て
い
た
。
し
か
し
船
長
は
二
人
を
隠
し
、
ロ
シ
ア

人
の
存
在
を
言
わ
ず
、
彼
ら
に
同
行
し
たTlingit

の
少
女
が
船
に
乗
る
や
、

П
лотников

等
の
要
請
に
答
え
て
彼
ら
を
逮
捕
し
、toion Скаутлет
と
そ
の

甥
を
手
か
せ
・
足
か
せ
で
拘
束
し
た
。
そ
し
てBarber

は
解
放
の
条
件
と
し
て

彼
ら
が
前
述
の
要
塞
陥
落
に
際
し
て
奪
っ
た
捕
虜
と
ラ
ッ
コ
皮
す
べ
て
の
返
還
を

要
求
し
た
。The Toion

は
彼
の
バ
イ
ダ
ー
ラ
に
残
っ
て
い
た
従
者
に
命
じ
て
、

捕
虜
・
捕
え
ら
れ
た
）
73
（

女
そ
し
て
ラ
ッ
コ
皮
を
船
に
運
ば
せ
た
。
が
「
直
ち
に
す
べ

て
で
は
な
く
」
一
人
ず
つ
だ
っ
た
た
め
、Barber

は
、
結
局
捕
虜
全
員
を
引
き

渡
さ
ぬ
場
合
は
処
刑
又
はK

odiak

に
連
行
す
る
とToion

を
脅
迫
し
た
。
そ
う

す
る
間
に
二
隻
の
ボ
ス
ト
ン
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
船
が
六
月
二
七
日
（
七
月
九
日
）

に
湾
（Starrigavan

）
に
入
り
、
相
互
に
近
く
投
錨
。「the G

lobe

」
号
（
船

長W
m
. Cunningham

）
と
「the Alert

」
号
（
船
長John Ebbets

）
で
あ

る
）
74
（

。
後
者
は
か
っ
て
「
わ
がN

ovo- Arhangel' skaia fort

」
を
来
訪
し
た
こ
と

が
あ
り
、Баранов

や
多
く
の
ロ
シ
ア
人
と
知
己
だ
っ
た
。
こ
の
二
隻
の
船
に

多
数
の
バ
イ
ダ
ー
ラ
でTlingits

が
来
た
が
、
二
人
の
船
長
に
こ
の
悲
劇
的
状

況
に
つ
い
てBarber

は
知
ら
せ
、
三
人
で
話
し
合
い
ロ
シ
ア
人
捕
虜
救
出
の
た

め
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
そ
し
て
前
述
の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
が
船

を
取
り
巻
く
や
、
彼
ら
は
カ
ノ
ン
砲
を
ぶ
ど
う
弾
を
使
用
し
て
発
射
し
た
）
75
（

。
彼

ら
の
バ
イ
ダ
ー
ラ
は
そ
れ
に
よ
り
沈
め
ら
れ
た
り
、
追
い
散
ら
さ
れ
た
。
ま
た

三
船
か
ら
出
た
ボ
ー
ト
がTlingits

の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
を
攻
撃
し
多
数
を
殺
害

し
た
）
76
（

。
ま
た
何
人
か
のTlingits

をEbbets

は
船
上
で
捕
虜
と
し
、
そ
れ
と
交

換
に
捕
虜
に
さ
れ
た
女
が
救
出
さ
れ
た
）
77
（

。П
лотников

達
は
こ
の
女
か
ら
要
塞

攻
撃
の
直
前
に
外
に
出
たТараданов

がTlingit

の
捕
虜
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、Ebbets

とBarber

に
急
い
で
彼
の
救
出
を
頼
ん
だ
。
結
局Тараданов

は
七
日
（
十
九
日
）
三
船
がSitka Sound

に
移
動
後
に
十
人
の
女
、
子
供
二

人
そ
し
て
多
く
の
ラ
ッ
コ
の
毛
）
78
（

皮
と
と
も
に
返
還
さ
れ
た
。
そ
の
後Barber

は
救
出
さ
れ
た
会
社
雇
員
と
女
、
子
供
を
他
の
二
船
か
ら
自
身
の
船
に
集
め
、

П
лотников

やБатурин

と
伴
にK

odiak

へ
と
運
ぶ
こ
と
と
な
る
。
彼
に

委
ね
ら
れ
た
捕
虜
は
ロ
シ
ア
人
三
人
、Aleut

二
人
そ
し
て
十
六
人
の
女
と
子

供
）
79
（

で
あ
る
。
ま
たХлебников

に
よ
れ
ば
要
塞
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
て
、

Tlingits

に
略
奪
さ
れ
た
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
は
二
七
〇
〇
頭
と
計
算
さ
れ
、
お
そ
ら

く
そ
の
大
部
分
をBarber

は
自
分
の
も
の
と
し
た
。
彼
は
七
月
十
日
（
二
二
日
）

にSitka Sound

を
出
てK

odiak

に
向
う
。

　П
лотников

の
目
撃
証
言
は
以
上
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
誤
解
と
思
わ

れ
る
点
も
存
在
す
る
。
彼
は
前
述
のK

iks. ádi clan

の
リ
ー
ダ
ー
（Toen

）

Shk'aw
ulyeil

（
ロ
シ
ア
名М

ихаило

）
と
そ
の
甥K

' alyáan

を
最
終
的

にBarber

が
解
放
し
た
と
信
じ
て
い
た
が
事
実
は
異
な
る
。
彼
の
証
言
で
は

Barber
の
船
上
で
の
拘
束
以
後
の
両
者
に
関
し
て
記
述
が
消
え
る
。
お
そ
ら
く

そ
れ
に
基
き
、Хлебников

も
「тоен

へ
の
恐
怖
を
増
す
た
め
の
輪
索
を
ヤ
ー

ド
の
桁
端
に
結
び
つ
け
た
」
こ
と
で
記
述
を
終
え
て
い
る
。
し
か
し
後
述
の
よ

う
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
処
刑
（
お
そ
ら
く
前
者
）
は
今
日
確
認
さ
れ
て
い
る
。

П
лотников

の
誤
解
は
、
二
人
の
拘
束
さ
れ
たTlingits

の
指
導
者
が
別
の
船



群馬県立女子大学紀要　第36号 20

に
移
さ
れ
彼
の
眼
前
か
ら
姿
を
消
し
た
こ
と
に
よ
る
と
推
測
で
き
る
。
恐
ら
く
彼

は
そ
れ
を
両
者
の
解
放
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。Barber

か
ら
の
説
明
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
船
上
の
ロ
シ
ア
人
三
人
に
は
言
語
上
の
障
害
故
に
こ
の
件
の
正
確

な
理
解
は
困
難
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
拘
束
さ
れ
たTlingits

の
運
命
を
含
む
諸
史
料
は
、
前
述
の
三
隻
の

船
が
一
八
〇
三
年
の
春
に
到
着
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
のSydney

で

W
. W
. Schum

acher
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
九
七
九
年
に
「the 

Alaska Journal

」
上
の
彼
の
論
文
）
80
（

で
公
表
さ
れ
た
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
史

料
の
中
で
こ
の
問
題
に
関
す
る
部
分
に
言
及
し
た
い
。
史
料
は
「Sydney 

G
azette

」
の
記
事
二
点
と
広
告
で
あ
る
。
第
一
は
一
八
〇
三
年
五
月
二
九
日

（
西
暦
）
付
の
新
聞
の
記
事
と
資
料
で
あ
る
）
81
（

。Cunningham

（「the G
lobe

」

号
船
長
―
こ
の
記
事
で
はM

'G
ee's

船
の
船
長
）
に
よ
りCapt. Sim

son

に
知

ら
さ
れ
た
情
報
と
し
て
、N

orfolk Sound
のthe Russian factory

が
現
地

民
に
よ
り
攻
撃
・
破
壊
さ
れ
た
事
件
を
伝
え
る
。
次
に
、
記
事
はCapt. Barber

が
「
前
記
の
船
と
協
力
し
て
」
三
人
のthe chiefs
を
捕
え
、（
事
件
の
）
捕
虜

が
放
棄
さ
れ
る
ま
で
そ
の
解
放
を
彼
が
拒
み
、
さ
ら
に
こ
れ
が
拒
否
さ
れ
た
た

め
彼
ら
の
一
人
を
絞
首
刑
に
処
す
こ
と
を
命
じ
た
と
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
は

こ
の
処
刑
の
効
果
が
出
て
全
捕
虜
がCapt. Barber

に
返
還
さ
れ
る
こ
と
で
終

わ
る
。
こ
れ
は
捕
虜
獲
得
の
た
めBarber

が
私
的
に
処
刑
を
行
っ
た
と
疑
わ
れ

か
ね
ぬ
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
八
〇
四
年
十
一
月
十
八
日
付
同
紙
に

「the U
nicorn

」
号
のCaptain H

enry Barber

よ
り
）
82
（

と
の
記
事
が
載
る
。

こ
れ
はBarber

の
航
海
日
誌
の
抜
粋
で
あ
り
、
期
間
は
大
概
六
月
二
八
日
（
六

月
十
六
日
）N

orfolk

（Sitka

）Sound

到
着
か
ら
七
月
二
二
日
（
七
月
十
日
）

N
orfolk

（Sitka

）Sound

出
発
ま
で
で
あ
る
。
内
容
は
前
述
の
ロ
シ
ア
人
の

居
留
地М

ихайловская крепость

壊
滅
の
翌
日
に
そ
れ
が
存
在
し
て
い
た

Starrigavan

湾
に
入
り
、
事
件
後
の
状
況
を
直
接
目
に
し
、
最
初
は
単
独
で
、

ボ
ス
ト
ン
か
ら
の
二
船
来
航
後
は
そ
の
船
長
と
協
力
し
て
当
地
のTlingits

の
動

き
に
対
応
・
対
抗
す
る
記
録
で
あ
る
。
事
件
で
逃
亡
者
や
捕
虜
に
な
っ
た
ロ
シ
ア

―
ア
メ
リ
カ
会
社
の
雇
員
（
ロ
シ
ア
人
・Aleut

・K
oniagi

）
や
要
塞
内
に
居

住
す
る
女
と
子
供
の
救
出
や
奪
わ
れ
た
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
の
奪
回
（
ロ
シ
ア
側
に
未

返
還
）
の
プ
ロ
セ
ス
が
時
系
列
で
書
か
れ
る
。
事
件
後
ほ
ぼ
一
ヶ
月
間
のSitka

地
域
で
の
外
国
人
―Tlingit

関
係
や
外
国
船
相
互
の
関
係
を
知
る
貴
重
な
史
料

で
あ
る
。
ロ
シ
ア
側
の
目
撃
証
言
の
欠
け
る
部
分
を
補
い
、
新
し
い
知
見
を
与

え
て
い
る
。
例
え
ば
六
月
十
八
日
（
三
十
日
）
に
「the Chief of the sound

」

（Sitka

のtoen

）
が
三
人
の
ア
メ
リ
カ
人
船
員
を
同
行
し
て
「the U

nicorn

」

号
を
訪
問
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
はП

лотников

等
ロ
シ
ア
人
が
こ
の
船
に

救
わ
れ
る
以
前
の
事
で
あ
り
、
当
然
目
撃
証
言
で
は
言
及
さ
れ
な
い
。
し
か
も
同

行
し
た
ア
メ
リ
カ
人
船
員
が
こ
の
時B

arber

にTlingit

に
よ
る
ロ
シ
ア
要
塞

攻
撃
・
破
壊
を
最
初
に
伝
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
「the 

Russian Factory

の
破
壊
とthe G

overnor

の
虐
殺
、the Factory

に
そ

の
時
居
住
し
て
い
た
三
十
人
以
上
と
共
に
…the Chief of Sheatk

（Sitka

）

と
彼
の
部
族
に
よ
る
」）
83
（

と
の
悲
し
い
話
を
彼
に
知
ら
せ
た
と
。Barber

に
よ
れ

ば
彼
ら
は
、
ボ
ス
ト
ン
船
「the Jenny

」
号
を
放
棄
し
た
船
員
で
あ
っ
た
。
カ

ヌ
ー
で
去
っ
たThChief

が
彼
ら
を
船
に
残
し
た
た
め
多
く
の
こ
と
を
彼
に
話

し
、ThChief

の
下
で
の
彼
ら
の
状
況
も
含
め
当
地
の
情
報
をB

arber

は
得
た
。

彼
は
さ
ら
に
六
月
二
〇
日
（
七
月
二
日
）
移
動
先
の
「Snug barbor

」
か
ら
ア

メ
リ
カ
人
一
人
を
同
行
し
、
武
装
し
戦
闘
員
を
乗
せ
た
小
帆
船
で
六
マ
イ
ル
離
れ

た
旧Russian factory

が
建
っ
て
い
たStarrigavan Bay

に
行
き
、
完
全
に

灰
燼
に
帰
し
た
廃
墟
と
そ
の
間
に
散
在
し
て
い
る
約
二
十
人
の
男
の
ず
た
ず
た
に

切
ら
れ
た
肉
体
を
目
に
し
、
そ
の
光
景
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
）
84
（

。Barber

は
以

上
の
よ
う
に
、П

лотников

等
の
救
出
や
六
月
二
四
日
（
七
月
六
日
）
の
前
記

の
要
塞
攻
撃
を
指
導
し
た
二
人
のTlingit

リ
ー
ダ
ー
の
「the U

nicorn

」
号

来
訪
と
彼
ら
の
逮
捕
以
前
に
、
こ
の
事
件
と
当
地
の
そ
の
後
の
状
況
を
充
分
知
っ

て
い
た
。

　
さ
て
、
前
述
の
要
塞
壊
滅
の
三
日
後
のTlingit chief

（Toen

）
のBarber

船
来
訪
は
ロ
シ
ア
の
史
料
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
しП

лотников

に

よ
れ
ば
二
人
は
こ
の
船
を
来
訪
し
、
拘
束
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ほ
と
ん
ど
の
研
究

で
二
回
目
のTlingits
指
導
者
の
来
訪
が
初
回
の
来
訪
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
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か
れ
て
き
た
。
ま
たBarber

が
両
者
を
拘
束
し
た
理
由
が
ロ
シ
ア
人
生
存
者
の

願
い
以
外
は
不
確
か
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
前
述
の
航
海
日
誌
の
記
述
に

基
く
な
ら
、
事
件
で
のTlingits

の
行
為
を
既
に
知
っ
て
い
たBarber

に
と
っ

て
彼
ら
の
逮
捕
は
正
当
な
理
由
の
あ
る
行
為
だ
っ
た
。
こ
の
「The Chief

と
そ

の
従
者
の
一
人
」
即
ちK

iks. ádi clan

の
指
導
者Shk' aw

ulyeil

と
そ
の
甥

K
' alyáan

が
七
月
六
日
（
六
月
二
四
日
）
に
「the U

nicorn

」
号
を
四
漕
の

カ
ヌ
ー
で
訪
れ
乗
船
し
、
そ
こ
で
逮
捕
。
拘
束
さ
れ
た
経
緯
（
三
人
のTlingits

と
記
す
）
を
述
べ
、
そ
の
理
由
を
ロ
シ
ア
人
囚
人
（Tlingits

の
捕
虜
）
救
出

の
た
め
の
人
質
の
確
保
と
す
る
。
そ
の
証
拠
の
よ
う
に
、
こ
の
航
海
日
誌
抜
粋

の
後
半
は
、
女
性
を
中
心
と
す
る
人
質
の
回
収
及
び
そ
れ
に
関
係
す
るTlingits

へ
の
対
応
が
記
述
の
中
心
で
あ
る
。
そ
れ
を
除
く
と
七
月
九
日
（
六
月
二
七
日
）

「G
lobe

」
号
と
「Alert

」
号
来
航
後
は
両
船
船
長
と
協
力
し
てTlingits

へ
の

攻
撃
を
含
め
捕
虜
救
出
活
動
を
実
施
し
た
こ
と
に
関
し
て
量
的
に
多
く
記
述
す

る
。
そ
し
て
こ
の
抜
粋
の
最
後
は
他
の
二
船
か
ら
救
出
し
た
捕
虜
を
受
け
取
り
、

七
月
二
二
日
（
十
日
）
にN

orfolk Sound

を
出
てK

odiak

へ
十
二
日
間
の

航
海
を
行
い
、
そ
こ
で
船
上
の
救
出
さ
れ
た
人
々
を
無
事A

. Baranoff

（
原
文
）

に
届
け
て
終
わ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
重
々
し
い
文
で
あ
る
。K

odiak

で

「
私
は
幸
い
に
もAlexander Baranoff

様
、
ア
メ
リ
カ
の
北
西
岸
地
方
の
隣

接
地
域
に
お
け
る
全
ロ
シ
ア
人
居
留
地
のthe governor and di or tor

に
こ

の
人
々
全
部
を
健
康
良
好
な
状
態
で
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）
85
（

」
こ
の

抜
粋
の
内
容
は
「Sydney G
azette

」
の
第
一
の
記
事
で
のBarber

に
対
す
る

非
難
へ
の
反
論
を
意
味
す
る
。
ま
ず
、
現
地
民
に
よ
る
流
血
の
残
酷
な
ロ
シ
ア
人

居
留
地
攻
撃
・
破
壊
事
件
の
直
後
こ
の
事
件
で
捕
虜
と
な
っ
た
男
・
女
・
子
供
の

救
出
をBarber

が
人
道
的
に
行
っ
た
こ
と
。
次
に
遅
れ
て
来
航
ア
メ
リ
カ
船
二

隻
の
艦
長
と
の
共
同
行
動
で
あ
り
彼
の
独
断
に
よ
る
行
動
で
は
無
い
こ
と
。
最
後

にK
odiak

に
連
れ
て
行
っ
た
救
出
さ
れ
た
人
々
は
全
ロ
シ
ア
人
居
留
地
の
総
支

配
人Баранов

に
届
け
た
こ
と
。
但
し
彼
が
実
際
は
、Баранов

か
ら
被
救
出

者
の
代
金
と
し
て
一
万
ル
ー
ブ
リ
相
当
の
毛
皮
を
獲
得
し
た
こ
と
。
つ
ま
り
こ
れ

が
交
易
だ
）
86
（

っ
た
こ
と
に
は
少
し
も
触
れ
な
い
が
。

　
と
は
言
え
、
こ
の
抜
粋
も
彼
へ
の
非
難
に
完
全
に
答
え
る
も
の
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
第
一
の
記
事
の
中
核
で
あ
る
捕
え
ら
れ
た
三
人
のthe Chiefs

の
中
の
一
人
の
処
刑
の
件
が
不
自
然
に
抜
け
て
い
る
こ
と
に
因
る
。
確
か
に
彼
ら

の
逮
捕
は
記
さ
れ
る
が
処
刑
日
で
あ
る
七
月
十
一
日
（
六
月
二
九
日
）
に
は
「
誰

も
現
わ
れ
な
か
っ
た
」
と
書
か
れ
る
の
み
で
、
そ
の
後
も
逮
捕
さ
れ
た
三
人
に
関

す
る
記
述
は
無
い
。
恐
ら
く
こ
の
点
で
の
非
難
に
答
え
て
問
題
の
決
着
を
図
っ
た

の
が
第
三
の
史
料
一
八
〇
四
年
十
二
月
九
日
付
告
知
（Advertisem

ent

）
で
あ

る
）
87
（

。
即
ち
一
八
〇
三
年
五
月
二
九
日
「the Sydney G

azette

」
に
掲
載
さ
れ

た
、the Russian Factory on N

orfolk Sound

のnatives

に
よ
る
攻
撃

と
虐
殺
事
件
の
報
告
記
事
の
中
に
記
さ
れ
たthe chiefs

の
逮
捕
・
処
刑
の
件
に

対
す
る
答
え
が
こ
の
目
的
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
記
事
の
上
記
の
部
分
の
み
が

引
用
文
の
形
で
載
せ
ら
れ
、
返
答
対
象
の
問
題
の
所
在
が
明
示
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
てCapt. Barber

は
「
上
記
の
手
段
を
単
独
で
採
っ
た
と
の
推
測
」

か
ら
自
身
を
解
放
す
る
機
会
を
捕
え
る
の
は
義
務
と
考
え
、
故
に
「
以
下
に
そ
の

名
前
が
署
名
さ
れ
て
い
る
何
人
か
のG

entlem
en

に
よ
り
満
場
一
致
で
行
わ
れ

た
決
議
のa verbatim

 copy

（
原
本
は
今
回
彼
が
保
有
し
て
い
る
）
を
公
表
す

る
と
告
知
の
理
由
と
内
容
を
示
す
。
こ
の
告
知
文
は
、
一
八
〇
二
年
七
月
十
一

日N
orfolk Sound

に
お
い
て
「the G

lobe

」
号
（W

illiam
 Cunningham

司
令
官
）
上
で
開
か
れ
た
軍
事
会
議
（a Council of W

ar

）
の
議
事
録

（proceedings

）
で
あ
る
。
ま
ずW

. Cunningham
' John Ehbetts' H

enry 
Barber

（
前
記
三
船
の
艦
長
）
他
七
名
、
計
十
名
の
出
席
者
名
。
次
に
決
定
さ

れ
た
事
項
の
記
載
。「the Russian Factory

のShetka

（Sitka

）
の
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
に
よ
る
最
近
の
憂
う
つ
な
大
虐
殺
は
そ
の
結
果
に
お
い
て
最
も
非
道
で

重
大
で
あ
る
。」
と
こ
の
事
件
の
悲
惨
さ
を
認
め
る
。
特
に
略
奪
物
の
価
値
、
野

蛮
人
の
非
人
間
的
行
為
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
た
人
々
の
数
（
そ
の
中
に
無
抵
抗

の
女
と
子
供
も
）、
両
性
の
多
数
の
捕
虜
が
問
題
と
さ
れ
る
。
次
は
そ
の
捕
虜
の

悲
惨
な
状
況
と
そ
の
解
放
が
七
日
間
（
お
そ
ら
く
逮
捕
日
〜
当
日
七
月
十
二
日
）

不
成
功
と
の
判
決
の
背
景
説
明
で
あ
る
。
そ
し
て
続
い
て
本
題
に
入
る
。
判
決
の

対
象
は
逮
捕
さ
れ
た
仲
間
の
一
人
「a principal ringleader

（
第
一
の
親
玉
）」
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で
あ
る
。
彼
が
「the Alert

」
号
の
船
員
二
名
に
対
し
機
会
を
捉
え
て
理
屈
に

合
わ
ぬ
危
険
な
傷
を
負
わ
せ
た
こ
と
が
、
こ
の
会
議
の
審
議
対
象
と
な
っ
た
。

以
下
の
通
り
判
決
は
処
刑
だ
っ
た
。「
公
的
見
せ
し
め
は
こ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
達

の
残
酷
な
行
為
へ
の
将
来
の
抑
制
と
し
て
働
く
の
み
な
ら
ず
、
…
即
ち
ロ
シ
ア
人

捕
虜
の
解
放
を
よ
り
効
果
的
に
成
し
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
決
定
し
た
（
大
文

字
）。
そ
し
て
満
場
一
致
で
彼
に
死
刑
の
判
決
を
下
し
、
そ
の
即
時
執
行
を
命
じ

た
。）
88
（

」
そ
し
て
こ
れ
に
従
い
「the G

lobe

」
号
甲
板
上
で
夕
方
、the Chief of 

Shetka

と
他
の
現
地
民
（natives

）
の
面
前
で
判
決
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
、
十
人
の
軍
事
会
議
出
席
者
（
判
事
、
三
船
の
船
長
と
上
級
乗
組
員
）
の
サ

イ
ン
で
主
文
は
終
わ
る
。
そ
し
て
添
付
さ
れ
た
写
し
のthe Judge Advocate' s 

O
ffice

で
の
登
録
を
記
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
前
記
の
逮
捕
さ
れ
たTlingit

指
導
者
は
、
主
に
ロ
シ
ア
人
捕

虜
救
出
の
た
め
の
公
的
み
せ
し
め
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
名
は
不
明

で
「a principal ringleader

」
と
の
み
呼
ば
れ
て
い
る
。K

' alyáan

は
次
の

一
八
〇
四
年
の
戦
い
へ
の
参
加
がTlingit oral traditions

か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
彼
がShk' aw

ulyeil

の
後
任
に
な
っ
た
こ
と
を
ロ
シ
ア
の
報
告
も
言

及
し
て
い
る
）
90
（

。
従
っ
て
彼
は
生
存
者
で
あ
る
。Tlingit oral traditions

の
研

究
者
の
間
で
も
、
逮
捕
さ
れ
たTlingit

指
導
者
の
中
でShk' aw

ulyeil

が
処

刑
さ
れ
た
と
考
え
る
方
向
に
あ
る
。
理
由
の
第
一
は
彼
は
ロ
シ
ア
とTlingit

双

方
の
報
告
で
く
り
返
し
そ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
た
唯
一
の
有
力
なTlingit
の
人
物

で
あ
る
が
一
八
〇
二
年
以
降
突
然
記
録
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
。
第
二
はTlingit

の
伝
統
で
は
、
死
ん
だ
母
方
の
伯
父
の
跡
を
そ
の
甥
が
継
ぐ
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
事
件
は
「
わ
れ
わ
れ
が
よ
く
知
っ
て
い
る
い
か
な
るTlingit oral 

tradition

に
も
記
録
さ
れ
て
い
な
い
）
91
（

」
と
の
理
由
でTlingit

側
の
研
究
者
も
こ

こ
ま
で
で
探
索
を
止
め
て
い
る
。

　Barber

は
露
暦
七
月
二
四
日
、K

odiak

島
に
到
着
し
た
。
そ
の
知
ら
せ
を

聞
きAfognak

島
か
ら
戻
っ
たБаранов

に
対
し
、
船
上
の
元
捕
虜
ロ
シ
ア
人

三
人
、Aleut

二
名
そ
し
てK

oniagi

（
今
日Alutiit

）
の
女
と
子
供
十
八
人
の

買
い
請
け
金
と
し
て
五
万
ル
ー
ブ
リ
又
は
二
万
ピ
ア
ス
ト
ル
（
現
金
又
は
彼
が
定

め
た
価
格
に
よ
る
毛
皮
商
品
で
）
を
彼
は
要
求
し
た
。Баранов

は
こ
の
身
請

け
金
総
額
の
支
払
い
を
拒
み
、
脅
迫
に
も
動
せ
ず
決
然
と
し
て
価
格
交
渉
に
臨
ん

だ
。
交
渉
は
買
い
請
け
金
と
し
て
一
万
ル
ー
ブ
リ
相
当
の
毛
皮
商
品
を
渡
す
こ
と

で
合
意
に
達
し
た
。Barber

は
こ
の
商
品
が
届
け
ら
れ
る
と
船
上
の
元
捕
虜
達

を
解
放
し
た
）
92
（

。
そ
し
てW

. Schum
acher

の
彼
の
小
伝
に
よ
る
と
）
93
（

一
八
〇
二
年

の
航
海
シ
ー
ズ
ン
が
終
る
と
、
中
国
へ
と
去
っ
た
。
途
中
でH

onolulu

に
十
二

月
十
七
日
に
到
着
し
、
彼
は
理
由
は
不
明
だ
が
そ
こ
で
「the U

nicorn

」
号
を

降
り
た
。
そ
の
後
のBarber

の
行
動
は
割
愛
す
る
が
、
前
記
の
告
知
と
の
関

連
で
一
八
〇
四
年
十
月
十
八
日
、
二
八
〇
ト
ン
の
「the M

yrtle

」
号
の
船
長

と
し
て
二
〇
〇
〇
ガ
ロ
ン
の
ラ
ム
酒
を
積
みSydney

に
到
着
し
た
。
そ
の
後

の
彼
の
運
命
は
省
略
す
る
が
、
一
八
〇
七
年
五
月
に
こ
の
船
でK

odiak

島
の

Pavlovsk

に
現
わ
れ
た
こ
と
の
み
記
す
。
当
地
で
彼
は
船
と
積
荷
をБаранов

に
売
却
し
、
そ
の
後
会
社
の
船
で
船
長
と
し
て
一
時
働
い
て
い
た
。

三
、У

рбанов

隊
の
壊
滅
及
びК

усков

隊
のSitka

行 

（И
. К
усков

の
報
告
）

　O
ld Sitka

の
事
件
発
生
と
近
い
時
期
にTlim

gits

の
攻
撃
は
他
の
場
所
で

も
行
わ
れ
る
。
九
〇
漕
の
バ
イ
タ
ー
ル
カ
か
ら
成
るИ

. У
рбанов

指
揮
下
の
狩

猟
団
（ситхинская партия

）
が
隣
接
地
域
でTlingits

の
攻
撃
に
よ
り
壊

滅
し
た
。Хлебников

の
叙
述
）
95
（

に
よ
れ
ば
こ
れ
はTlingits

の
妨
害
に
会
わ
ず

Бобровая бухта

に
）
96
（

着
き
既
に
千
三
百
頭
の
ラ
ッ
コ
を
猟
っ
て
い
た
。
帰
途
そ

れ
はК

ековской пролив

（
現K

eku streit

）
に
六
月
二
〇
日
、
夜
泊
の
た

め
留
ま
っ
た
。
狩
猟
団
の
長
達
は
当
時
、
何
の
不
愉
快
事
も
無
く
、Tlingits

と

Aleuts

の
間
の
悶
着
の
原
因
も
見
と
め
ず
、
故
に
余
計
な
心
配
せ
ず
に
こ
こ
で

次
の
夜
も
夜
営
し
た
。
し
か
しTlingits

（К
олош

и

）
は
準
備
を
整
え
て
既
に

こ
の
狩
猟
団
を
追
跡
し
、
そ
の
動
き
を
見
張
り
な
が
ら
、（
攻
撃
に
）
最
適
の
場

所
と
骨
の
折
れ
る
移
動
に
よ
り
疲
れ
き
っ
たAleuts

が
非
常
に
油
断
す
る
の
を

待
っ
て
い
た
。Aleuts

が
寝
こ
む
や
い
な
やTlingits

は
群
を
成
し
て
し
か
し

音
も
た
て
ず
密
生
し
た
森
か
ら
出
て
来
て
、
夜
の
闇
に
ま
ぎ
れ
て
至
近
距
離
に
近
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づ
き
、
す
ば
や
く
敵
の
陣
営
を
偵
察
し
、
そ
れ
か
ら
叫
び
声
を
あ
げ
て
眠
っ
て
い

る
人
々
に
襲
い
か
か
っ
た
。
六
月
二
一
日
で
あ
る
。
後
者
は
防
衛
を
考
え
る
時
間

も
無
く
、
槍
や
短
刀
で
ほ
と
ん
ど
一
撃
で
殺
害
さ
れ
た
。
走
っ
て
逃
げ
攻
撃
を
避

け
森
へ
隠
れ
ら
れ
た
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
っ
た
。
残
り
の
全
て
の
人
々
が
休
息

場
所
で
犠
牲
と
な
っ
た
。
殺
人
を
行
っ
た
後Tlingits

は
狩
猟
団
の
バ
イ
ダ
ー
ル

カ
か
ら
す
べ
て
の
ラ
ッ
コ
皮
を
運
び
出
し
、Aleuts

の
全
所
有
物
を
集
め
、
そ

れ
ら
を
彼
ら
の
カ
ヌ
ー
に
移
し
た
。
そ
れ
は
叫
び
声
に
応
え
て
近
隣
か
ら
そ
こ
に

来
て
い
た
。
そ
の
後
、
全
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
を
切
り
き
ざ
み
破
壊
し
た
。Tlingits

は
抵
抗
を
受
け
ず
、
一
人
も
命
を
失
わ
ず
、
多
く
の
獲
得
物
で
豊
か
に
な
り
、

喜
び
の
声
を
あ
げ
な
が
ら
村
々
に
散
っ
て
い
っ
た
。
ロ
シ
ア
側
で
は
、
死
者
は

Aleut

一
六
五
人
と
ロ
シ
ア
人
二
人
、
生
存
者
は
狩
猟
団
の
長И

. У
рбанов

と

Aleut

二
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
）
97
（

。

　
唯
一
の
ロ
シ
ア
人
生
存
者И

. У
рбанов

の
運
命
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
）
98
（

。
彼

は
捕
ま
り
監
視
下
に
置
か
れ
る
が
、
同
様
に
捕
え
ら
れ
たAleut

の
助
け
で
脱
出

に
成
功
し
、
森
に
か
け
込
み
隠
れ
た
。
森
で
七
人
のAleuts

と
集
合
し
、
翌
日

の
夜
慎
重
に
敗
北
の
場
所
に
近
づ
き
、
他
の
も
の
よ
り
破
損
の
程
度
が
軽
い
二
漕

の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
を
発
見
し
、
急
い
で
そ
れ
を
修
理
しSitka
へ
出
発
し
た
。
夜

は
漕
ぎ
続
け
、
昼
は
う
っ
蒼
た
る
森
に
隠
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
到
着
少
し
前
に
破

壊
さ
れ
た
居
住
地
の
場
所
で
、
彼
ら
は
煙
を
あ
げ
て
い
る
建
物
の
残
骸
を
見
つ
け

た
だ
け
だ
っ
た
。
彼
ら
は
止
ま
ら
ず
、
可
能
な
限
り
慎
重
にYakutat
へ
と
旅

を
続
け
、
八
月
三
日
に
そ
こ
に
到
着
し
た
。
そ
の
三
日
後
に
は
、
逃
げ
て
助
か
っ

た
こ
の
狩
猟
団
の
十
五
人
のAleuts

が
そ
こ
に
現
わ
れ
た
。Хлебников
の

計
算
で
はСитха

（O
ld Sitka

）
の
住
民
で
助
か
っ
た
の
は
た
っ
た
四
二
）
99
（

人
の

成
人
男
性
（душ
и

）
と
女
性
・
子
供
だ
け
で
あ
り
、
二
百
人
以
上
が
殺
害
さ
れ

た
）
100
（

。
　
こ
の
事
件
は
前
記
のSitka

の
要
塞
攻
撃
・
破
壊
事
件
と
一
体
的
な
も
の
と
し

て
見
な
さ
れ
て
き
た
。
即
ちTlingit

の
広
範
な
組
織
的
対
ロ
シ
ア
人
蜂
起
の
一

部
で
あ
る
と
。
し
か
しTlingit

研
究
の
進
展
の
結
果
、
歴
史
的
地
域K

w
áan

と
居
住
氏
族
（clan

、lineage

、H
ouse

を
含
む
）
そ
し
て
歴
史
的
居
住
地

（ж
ило

、Settlem
ent

、
村
）
の
調
査
・
発
見
、
比
定
が
進
ん
で
い
る
）
101
（

。
ま
た
、

M
oiety

に
基
く
氏
族
関
係
を
基
礎
と
す
る
社
会
構
造
の
み
な
ら
ず
、Tlingit

諸

氏
族
の
伝
承
に
基
く
そ
の
歴
史
的
具
体
像
や
諸
氏
族
の
関
係
も
部
分
的
に
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
事
件
に
関
し
て
は
、
発
生
場
所
は

K
eku Streit area

で
あ
り
、Kake

（K
éex'

）K
w

áan

）
102
（

に
属
す
地
域
で
あ
る
。

よ
り
広
域
的
に
は
隣
接
す
るK

uiu

（K
ooyú

）K
w

áan

と
こ
のK

w
áan

は
境

界
が
重
複
し
人
々
も
密
接
な
関
係
を
有
し
、
双
方
を
含
むK

ake area

を
成
し

て
き
た
。
従
っ
て
地
理
を
熟
知
し
、У

рбанов

隊
を
気
づ
か
れ
る
こ
と
な
く
追

跡
し
襲
撃
し
た
人
々
は
、The K

ake

あ
る
い
はThe K

uiu

のTlingits

と
考

え
ら
れ
る
。
ま
たK

eku Streit

は
今
日
で
も
、
食
物
資
源
の
豊
富
な
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
特
にm

arin m
am

m
als

（
海
の
哺
乳
動
物
）
の
集
る
場
所
と
し

て
評
価
さ
れ
て
い
る
）
102
（

。
従
っ
て
そ
の
狩
猟
を
主
た
る
仕
事
と
し
た
ロ
シ
ア
狩
猟
団

は
現
地Tlingits

の
攻
撃
対
象
と
な
り
得
る
。
前
者
は
湾
・
入
江
・
水
路
・
小

島
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だBucareli  Sound

か
らKuiu

島
南
部
で
猟
を
行
っ
た
後
こ
こ

に
入
り
、
二
泊
夜
営
を
し
た
と
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
こ
こ
で
の
猟
の
実
行
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
が
各
猟
場
の
使
用
許
可
権
を
有
すK

ake area

の
各

Тойоны

に
許
可
を
得
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
無
許
可
で
の
猟
場
使
用
が
後

者
の
報
復
を
導
く
の
は
、
互
恵
主
）
103
（

義
を
基
本
と
す
るTlingits

社
会
の
基
本
原

則
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
事
件
をSitka

の
事
件
の
一
部

と
の
み
見
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
にThe K

uiu

の
人
々
の
中
の
あ
る

local lineage

（
氏
族
を
構
成
す
る
下
部
血
族
集
団
）
に
よ
る
「
報
復
」
を
誘
発

し
得
る
事
件
に
関
す
る
記
述
が
、
次
のИ

. К
ускoв

の
報
告
書
に
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
お
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
一
八
〇
二
年
四
月И

ван. А
. К
ускoв

指
揮
下
の
四
五
〇
漕
以
上
の
バ
イ
ダ
ー

ル
カ
か
ら
成
る
狩
猟
団
（Д

альная партия

、
以
下К

ускoв

隊
と
称
す
）
が

K
odiak

よ
り
出
発
し
た
。
こ
の
隊
は
事
件
直
後Sitka

周
辺
に
近
隣
す
る
所
ま

で
進
み
、
事
件
と
そ
の
前
後
のYakutat

か
らSitka

に
到
る
広
範
な
地
域
の

緊
張
し
た
状
況
を
体
験
す
る
こ
と
と
な
る
。К

ускoв

はЯ
кутат

（Yakutat

）

か
ら
同
年
七
月
六
日
頃Баранов

に
報
告
書
を
急
便
で
送
り
、
詳
細
な
状
況
を
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知
ら
せ
た
。
狩
猟
団
と
現
地
民
と
の
軍
事
衝
突
とН

овоархангельск

の
壊
滅

に
つ
い
て
の
七
月
一
日
付
のК

ускoв

の
報
告
で
あ
る)104

(

。
こ
の
時
点
で
彼
は
会
社

の
他
の
支
配
地
域
へ
の
危
機
の
波
及
を
恐
れ
た
。Н

учек

（H
inchinbrook

島
）

とН
ово- Н

иколаевская крепость

（The K
enai

）
に
も
「
シ
ト
カ
で
起

き
た
不
幸
」
を
知
ら
せ
る
べ
く
同
じ
報
告
書
を
同
時
に
送
り
、
司
令
官
に
各
々
の

地
域
の
現
地
民
に
対
す
る
予
防
策
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
報
告
に
基
き
ま
ず
こ
の
隊
の
旅
を
追
う
。Кускoв

隊
はCape St. Elaias

を
通
り
、
五
月
十
五
日Yakutat

湾
に
到
着
。
狩
猟
団
は
以
後
の
旅
の
食
糧
調

達
の
た
め
湾
の
入
口
に
残
る
が
、
十
六
日
夕
方
頃
に
は
定
住
地
（Заселение

）

に
着
く
。
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
の
修
理
の
た
め
五
月
十
九
日
ま
で
当
地
に
滞
在
し
、
海

路
出
発
。
同
日Д

ального акойского ж
ила

（The Aakw
éi

のdistant 
settlem

ent

（
遠
い
村
）。The Akw

e
河
岸
）
に
着
く
。
河
口
のРиф

で
何

漕
か
の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
が
転
覆
す
る
が
、
積
荷
は
濡
れ
る
が
無
事
。
し
か
し
こ

のThe Aakw
éi

の
村
は
平
穏
に
彼
ら
を
迎
え
た
わ
け
で
は
な
い
。К

ускoв

は
こ
こ
で
、
多
様
な
地
域
か
ら
来
た
多
く
の
人
々
が
集
っ
て
い
る
の
を
目
に
し

た
。
彼
に
よ
れ
ばЛ

едяной пролив

（Ice Streit
）
のК

акнауцкого

（K
ax' noow

ú, Fem
ale G

rouse Fort

）
の
村
）
105
（

とК
аукатанского

（G
aaw

t' ak.- 
aan, H

oonah

）
の
村
か
ら
来
た
人
々
。Я
кобиев остров

（Yakobi Island

）

の
様
々
な
小
村
か
ら
の
人
々
。К

акантанов

（K
aagw

aantaan
）
と
呼
ば
れ

る
人
々
、
彼
ら
は
様
々
な
場
所
に
住
み
、
特
別
な
村
（ж

ило

）
を
持
っ
て
い
な

い
）
106
（

。
ま
た
当
地The Aakw
éi

の
多
数
の
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
はК

ускoв
隊
の

到
着
を
待
っ
て
い
た
が
、
そ
の
迎
え
る
態
度
は
極
め
て
不
作
法
で
荒
っ
ぽ
か
っ

た
。
危
険
を
感
じ
た
た
め
、
彼
は
あ
ら
ゆ
る
警
戒
策
を
採
り
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
を

張
り
、
翌
日
出
発
を
予
定
し
た
が
天
候
悪
化
の
た
め
出
発
を
延
期
せ
ざ
る
得
な

か
っ
た
。
そ
の
間
に
前
記
の
村
々
のтойоны

（toion

）
が
テ
ン
ト
に
来
て
、

「
わ
れ
わ
れ
の
狩
猟
団
員
（наш

их партовщ
иков

）」
に
対
す
る
不
平
を
言
っ

た
。
そ
の
内
容
の
第
一
は
、
後
者
が
彼
ら
に
毎
年
与
え
る
侮
辱
、
死
者
の
側
に

そ
な
え
ら
れ
た
財
産
（имении

）
の
強
奪
等
々
で
あ
る
。
そ
の
際
、
こ
の
隊

で
は
な
い
が
、
会
社
の
シ
ト
カ
狩
猟
団
員
に
よ
る
「на ж

илие кую
вском

」

（K
uiu

の
小
村
で
の
）
死
者
か
ら
の
財
産
の
強
奪
と
そ
の
代
償
に
奪
っ
た
ラ
ッ
コ

皮
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
件
を
思
い
お
こ
す
よ
う
彼
ら
は
言
っ
た
）
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（

。
第
二
に
会
社
の

狩
猟
自
体
に
関
す
る
不
平
と
抗
議
で
あ
る
。
即
ち
会
社
の
狩
猟
団
員
が
彼
ら
の
水

域
で
猟
等
仕
事
を
行
う
た
め
に
、
彼
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
の
物
々
交
換
か
ら

得
て
い
る
衣
類
や
そ
の
他
の
必
要
物
資
の
大
幅
な
不
足
を
感
じ
て
い
る
と
）
108
（

。
こ
れ

ら
対
し
てК

ускoв

は
自
己
と
狩
猟
団
員
そ
の
他
へ
の
弁
護
を
行
う
が
無
駄
で
あ

り
、
小
さ
な
贈
物
や
タ
バ
コ
に
よ
る
懐
柔
も
彼
ら
を
宥
め
ら
れ
ず
、
自
ら
の
い
ら

だ
ち
や
失
望
を
悟
ら
れ
ぬ
よ
う
に
彼
ら
の
悪
口
雑
言
を
耐
え
ざ
る
得
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
関
係
悪
化
を
図
る
か
の
よ
う
に
彼
ら
は
公
然
と
隊
の
狩
猟
団
員
の
積
荷
を

盗
み
、
力
づ
く
で
恥
知
ら
ず
にпромы

словы
е ордия

（
狩
猟
・
漁
労
の
道
具
）

を
奪
い
始
め
た
。
窃
取
時
に
何
度
も
彼
ら
を
捕
え
た
が
、
叱
責
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
二
二
日
の
夕
方
に
は
、
彼
ら
の
村
を
訪
れ
て
い
たЧ

ю
гач ялицкого 

ж
ила

（Yalik

村
のChugach

）
の
一
人
を
攻
撃
し
、
ほ
と
ん
ど
全
く
罪
が
無

い
の
に
銃
の
床
尾
で
な
ぐ
っ
た
。
同
時
に
彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
のБеглецовской 

（Беглецово

村
出
身
の
）заказчик

の
手
か
ら
狩
猟
・
漁
労
道
具
を
奪
い
、

そ
の
場
所
か
ら
去
る
よ
う
命
じ
た
。К

ускoв

は
、
去
る
に
際
し
てTlingit

の

住
民
か
ら
害
を
与
え
ら
れ
ぬ
よ
う
何
人
か
の
ロ
シ
ア
人
と
狩
猟
団
員
の
一
部
を
支

援
に
送
っ
た
。
当
地
に
集
っ
たTlingits

は
こ
の
部
隊
到
着
前
に
何
漕
か
の
バ

イ
ダ
ー
ル
カ
を
積
荷
の
一
部
と
伴
に
略
奪
し
、
上
記
のзаказчик

か
ら
約
十
フ

ン
ト
の
火
薬
入
り
大
ビ
ン
を
奪
い
す
ぐ
に
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
で
逃
亡
し
た
。
そ
し
て

部
隊
が
到
着
す
る
や
即
ち
にTlingits

に
よ
り
森
か
ら
銃
撃
が
開
始
さ
れ
る
。

こ
の
衝
突
は
、
奪
わ
れ
た
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
と
積
荷
の
代
わ
り
に
、Tlingits

の

почётны
е

（
身
分
の
高
い
人
）
二
名
を
ロ
シ
ア
側
が
捕
え
自
陣
に
確
保
し
た
時

点
で
中
断
し
た
。
外
は
完
全
な
夜
の
暗
闇
で
あ
り
、
そ
の
上
豪
雨
を
伴
う
ひ
ど
い

悪
天
候
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
上
記
の
捕
え
た
二
人
の
解
放
を
求
めК

ускoв

の
下
にK

ax' noow
ú

の
村
のпочётны

е

の
一
人
が
派
遣
さ
れ
て
来
た
。
彼
は

解
放
の
条
件
と
し
て
奪
わ
れ
た
ロ
シ
ア
側
の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
が
朝
ま
で
に
返
還
さ

れ
、
騒
動
の
張
本
人
を
「
わ
れ
わ
れ
」
の
眼
前
で
処
罰
す
る
こ
と
を
保
証
し
た
）
107
（

。

К
ускoв

は
「
悪
い
こ
と
を
止
め
、
そ
れ
を
こ
れ
以
上
広
が
ら
せ
ぬ
よ
う
」
使
者
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の
約
束
に
基
き
翌
五
月
二
三
日
朝
ま
で
に
捕
え
た
二
人
を
解
放
し
、
バ
イ
ダ
ー
ル

カ
と
他
の
積
荷
の
戻
る
の
を
待
っ
た
。

　
し
か
し
彼
の
期
待
に
返
し
両
者
の
衝
突
は
一
層
深
刻
化
し
て
ゆ
く
。
即
ち
彼
の

前
に
現
わ
れ
た
の
は
通
常
の
銃
、
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
、
長
柄
付
槍
等
で
武
装
し
た
大

量
の
人
間
だ
っ
た
。
彼
は
先
の
代
理
人
と
結
ば
れ
た
条
件
に
基
く
バ
イ
ダ
ー
ル
カ

等
の
返
還
要
求
の
た
め
、
通
訳
二
人Н

ечаев

とК
урбатов

を
派
遣
す
る
が
、

返
っ
て
き
た
の
は
先
に
テ
ン
ト
の
中
でК

ускoв

に
述
べ
た
と
同
様
の
「
わ
れ
わ

れ
の
」
狩
猟
団
員
へ
の
不
満
と
和
解
条
件
履
行
へ
の
否
定
的
態
度
で
あ
っ
た
。
こ

の
返
答
を
持
っ
て
使
者
が
戻
る
や
い
な
や
、К

ускoв

は
適
切
な
防
衛
手
段
・
態

勢
を
取
っ
た
。
そ
し
て
再
度
通
訳
を
送
り
、
彼
ら
と
の
和
解
の
道
を
求
め
「
わ
れ

わ
れ
が
平
和
で
友
好
的
な
状
況
の
継
続
と
確
立
を
希
望
す
る
」
が
「
逆
の
場
合
に

は
自
己
を
防
衛
し
彼
ら
を
迎
え
打
つ
用
意
を
し
て
い
る
」
と
伝
え
さ
せ
た
。
二
度

目
の
こ
の
通
訳
派
遣
も
成
果
無
く
、
二
人
は
送
り
返
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
直
後

ロ
シ
ア
側
キ
ャ
ン
プ
へ
のTlingits

の
攻
撃
が
始
ま
る
。
彼
ら
は
極
め
て
近
い

距
離
に
ま
で
接
近
し
、
大
胆
な
攻
撃
・
強
力
な
銃
撃
そ
し
て
多
数
の
槍
を
投
げ
入

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
ロ
シ
ア
側
は
頑
強
に
迎
え
撃
ち
追
い
払
っ
た
。
し
か
し
彼
ら

の
主
砲
は
森
や
丘
に
隠
さ
れ
て
お
り
、
逃
げ
る
敵
を
追
っ
て
ロ
シ
ア
側
が
そ
の
場

所
に
近
づ
く
や
い
な
や
多
数
の
銃
と
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
か
ら
の
激
し
い
銃
撃
が
後
者

に
対
し
て
開
始
さ
れ
た
。
川
の
向
う
岸
を
覆
う
深
い
森
は
敵
の
逃
げ
場
の
役
を
し

て
お
り
、
敵
を
さ
ら
に
追
う
の
は
不
可
能
だ
っ
た
。
こ
の
戦
闘
の
犠
牲
者
は
ロ
シ

ア
側
が
死
者K

odiak

の
狩
猟
団
員
の
一
名
とтхалинское ж

ило

（Tkhalka

の
村
、M

ontague

島
）
のChugach

少
年
一
名
、
負
傷
者
四
名
で
あ
っ
た
。

他
方
敵
側
の
死
傷
者
数
をК

ускoв

は
「
信
頼
で
き
る
情
報
」
に
基
き
死
者
約

一
〇
名
、
負
傷
者
多
数
と
述
べ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
後
者
の
葬
儀
（
火
葬
）
に

際
し
て
行
わ
れ
た
彼
ら
の
習
慣
に
従
っ
た
大
規
模
な
祭
（
ポ
ト
ラ
ッ
チ
）
で
、

Tlingits

の
人
々
を
指
揮
し
た
の
がK

ax' noow
ú

、Gaaw
t' aak. aan

（H
oonah

）

及
び
そ
の
他
の
村
々
のтойоны

（toions

）
とAakw

éi

のтойоны

で
あ
る

こ
と
、
加
え
て
最
重
要
（главное

）
の
地
位
を
占
め
た
者
がXutsnoow

ú

の

村
の
（Angoon K

w
áan, Adm

iralty Island

）
生
ま
れ
で
、K

ax' noow
ú

、

G
aaw

t' aak. aan

及
びAakw

éi

の
様
々
な
村
に
居
住
す
る
者
だ
っ
た
こ
と
で

あ
る
）
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。
以
上
の
よ
う
にThe A

akw
éi

の
村
に
集
りК

ускoв

隊
を
攻
撃
し
た
現

地
民
が
東
南
ア
ラ
ス
カ
全
体
か
ら
集
っ
た
人
々
で
は
な
く
、
現
地Aakw

éi

を
除

く
な
ら
北
部Tlingits

の
一
部
、
特
にIce Streit

の
両
岸
と
そ
れ
に
隣
接
す
る

Yakobi

島
やAdm

iralty

島
の
一
部
と
言
う
限
定
的
範
囲
の
居
住
者
だ
っ
た
と

言
え
よ
う
。

　
最
初
の
衝
突
を
経
て
、К

ускoв

は
森
に
隣
接
す
る
キ
ャ
ン
プ
地
の
地
理
的

危
険
性
（
森
か
ら
の
銃
撃
に
対
し
）
と
大
量
の
火
器
や
弾
丸
を
保
有
す
る
敵
―

Tlingits

に
対
す
る
自
陣
の
武
器
・
弾
薬
不
足
を
考
慮
し
、Aakw

éi

川
右
岸
の

Tlingits

の
村
（
お
そ
ら
くYakutat

で
は
な
くD

ry B
ay

に
近
い
）
に
近
い

場
所
か
ら
、
よ
り
防
御
に
適
す
る
、
一
部
で
砂
が
高
く
土
手
状
を
成
す
海
側
の

Риф

（
砂
州
）
に
細
長
い
小
湾
の
よ
う
な
河
口
を
横
断
し
て
渡
る
こ
と
を
、
狩
猟

団
を
構
成
す
るtoions

と
合
議
の
上
決
定
し
た
。
こ
の
会
議
の
席
で
、
移
動
中

の
敵
の
攻
撃
に
対
す
る
防
御
策
と
し
て
ロ
シ
ア
人
と
武
装
し
た
現
地
民
の
狩
猟
団

員
が
防
衛
線
を
作
り
退
却
す
る
人
々
を
守
る
計
画
を
立
て
る
が
、
実
際
に
は
移
動

決
定
を
知
る
や
狩
猟
団
のAleut

等
の
現
地
民
は
無
秩
序
に
仲
間
と
バ
イ
ダ
ー
ル

カ
に
突
進
し
、
対
岸
のРиф

に
殺
到
し
た
。
船
に
積
ま
れ
て
い
た
会
社
の
財
産

は
多
く
破
棄
さ
れ
て
敵
の
手
に
お
ち
た
。
最
後
に
防
衛
線
に
残
っ
た
の
は
ロ
シ
ア

人
だ
け
と
な
る
。
敵
は
混
乱
状
態
に
乗
じ
て
動
き
出
し
、
急
速
に
近
づ
き
、
元
の

キ
ャ
ン
プ
地
を
占
拠
し
、
残
っ
た
ロ
シ
ア
人
と
漕
ぎ
手
に
激
し
い
銃
撃
を
開
始
。

銃
撃
の
中
、
後
者
は
急
い
で
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
に
飛
び
乗
り
、Риф

上
の
予
定
上

陸
地
点
に
何
と
か
損
害
を
被
ら
ず
到
着
。
直
ち
に
キ
ャ
ン
プ
を
設
置
し
、
同
時
に

土
塁
と
流
木
を
積
み
重
ね
敵
の
攻
撃
に
対
し
守
り
を
固
め
た
。
こ
こ
に
引
き
潮
に

乗
り
敵
もРиф

の
砂
上
に
到
着
し
、
激
し
い
銃
撃
を
開
始
す
る
が
、
ロ
シ
ア
側

キ
ャ
ン
プ
は
高
所
に
あ
り
、
前
記
の
防
御
用
堡
塁
に
も
守
ら
れ
、
こ
の
攻
撃
に
耐

え
被
害
は
無
か
っ
た
）
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。

　
五
月
二
五
日
、
前
述
のTlingit

側
か
ら
和
平
交
渉
の
た
め
代
理
人
が
派
遣
さ

れ
た
。
代
理
人
に
選
ば
れ
た
の
はП

авел Родионов

）
111
（

、
お
そ
ら
くK

odiak

島
に
人
質
と
し
て
滞
在
し
て
い
た
時
に
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
たT

）
112
（

lingit

で
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あ
る
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
選
ん
だ
の
は
前
記
のThe Aakw

éi

に
集
っ
た

Tlingits

（
原
文
で
はколю

ж
ские

）
で
あ
る
。
軍
事
的
に
は
優
位
に
あ
っ

た
彼
ら
が
和
平
を
急
い
だ
事
は
ロ
シ
ア
側
に
は
幸
福
と
言
え
る
。
こ
の
理
由
を

К
ускoв

は
「
ち
ょ
う
ど
今
が
彼
ら
が
魚
油
を
調
製
せ
ね
ば
な
ら
な
い
時
だ
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
春Cook Inlet

以
南
の
ア
ラ
ス
カ
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
に
か
け
て
の
河
川
を
太
平
洋
か
ら
産
卵
の
た
め
遡
上
す
るE

）
113
（

ulachon

を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
魚
か
ら
独
特
な
方
法
で
調
製
さ
れ
るEulachon oil

は
こ
の
地
域
の
現
地
民
に
と
っ
て
内
陸
と
の
交
易
の
最
重
要
商
品
で
あ
り
、
そ
の

ル
ー
ト
は
「grease trails
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
時
期
は
彼

ら
に
と
っ
て
、
漁
・
魚
油
作
り
・
交
易
に
従
事
す
る
繁
忙
期
で
あ
ろ
う
。
ま
た
当

地
に
集
っ
たTlingits

は
、
こ
の
魚
の
遡
上
す
る
河
川
の
無
い
地
域
の
出
身
で

あ
り
、
従
っ
て
こ
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
は
彼
ら
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、Родионов
が
、
ロ
シ
ア
側
の
条
件
で
あ
る
人
質

交
換
と
奪
わ
れ
た
会
社
と
狩
猟
団
員
の
所
有
物
の
返
還
を
受
け
入
れ
こ
の
戦
闘

は
終
っ
た
。
続
い
て
二
名
ず
つ
の
人
質
交
換
が
行
わ
れ
る
。Tlingits

側
の
人
質

は
次
の
二
名
で
あ
る
。
①G

aaw
t' aak. aan

（H
oonah
）
のtoion

の
息
子
。

ま
た
彼
はK

ax' noow
ú

のtoion

で
、K

aagw
aantaan clan

に
属
す
者
の

甥
。
②K

ax' noow
ú

の
別
のпочётны

の
息
子
）
114
（

。
他
方
ロ
シ
ア
側
の
人
質
は

K
odiak

島
の
住
民
二
人
で
、аяколиц ж

ила

（Ayakulik

村
）
の
出
身
者
と

キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
者
だ
っ
たш

ош
кацкий

（Shashkat

の
）Еремей

で
あ
る
。
し
か
し
奪
わ
れ
た
財
産
の
返
還
は
半
分
以
下
で
あ
り
、Родионов
は

残
余
半
分
を
こ
の
狩
猟
団
の
帰
途
に
返
却
す
る
と
請
け
負
っ
た
。К

ускoв

は
彼

の
言
を
疑
っ
て
い
た
が
、
多
く
の
理
由
が
あ
り
受
け
入
れ
を
決
断
し
た
。
理
由
は

第
一
に
彼
ら
を
鎮
静
化
し
、
海
岸
沿
い
の
人
々
の
間
に
敵
意
が
こ
れ
以
上
広
が

ら
ぬ
よ
う
に
す
る
た
め
。
第
二
に
時
期
を
失
す
る
こ
と
、
第
三
に
充
分
な
量
の

防
衛
用
の
武
器
と
火
薬
、
銃
、
弾
丸
の
欠
如
だ
っ
た
。
そ
の
上
狩
猟
団
員
達
が

Я
кутат

（Yakutat

）
に
戻
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
食
糧
を
用
意
し
、
必

要
な
物
資
（
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
に
積
ま
れ
て
い
た
が
、
キ
ャ
ン
プ
の
移
動
の
際
に
ほ

と
ん
ど
残
し
て
き
た
）
を
再
調
達
す
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。
結
局
彼
も
そ
れ
に

同
意
し
、
五
月
三
〇
日
に
こ
のРиф

を
隊
は
出
発
し
、
順
調
にЯ

кутат

に
戻
っ

た
。

　
二
五
日
か
ら
三
〇
日
の
間
、
和
平
が
成
り
、
そ
の
条
件
の
実
行
が
成
さ
れ
た
後

も
恒
常
的
な
暴
風
雨
等
の
悪
天
候
が
隊
を
こ
の
場
所
に
足
止
め
し
た
。
こ
の
間

に
、
新
た
な
人
質
や
そ
の
他
の
人
々
か
ら
、
以
下
の
情
報
が
彼
の
耳
に
入
っ
た
。

彼
ら
が
何
人
か
の
男
を
海
岸
沿
い
に
徒
歩
で
派
遣
し
た
こ
と
で
あ
る
。Алтуа

（Ltu. aa, 

現Lituya

）、Л
едяная бухта

（Ice Bay

、
現
在
地
特
定
不
可
）

Л
едяной пролив

（The Ice Streits

）
の
入
口
の
岬
、
そ
こ
か
らЛ

ядной 
пролив

に

あ

るК
аукатанским

（G
aaw

t' aak. aan

）

とХуцновским

（Xutsnoow
ú

）
へ
、
そ
し
てЛ

ахтакская бухта

（“Chilkat B
ight”

、
お

そ
ら
くChilkat area

と
現Lynn Canal

を
指
す
）
115
（

）
とЯ

кобиев

（Yakobi 
Island

）
ま
で
の
住
民
に
、
通
知
す
る
た
め
に
。
前
者
（
人
質
）
は
使
者
は
単

に
「Алтуа

とЛ
едяной

で
人
々
が
わ
れ
わ
れ
と
会
う
の
を
避
け
ら
れ
る
」
よ

う
に
送
ら
れ
た
と
説
明
。
他
方
そ
の
他
の
人
々
は
、
実
際
に
前
述
の
場
所
す
べ

て
に
使
者
が
派
遣
さ
れ
、
住
民
に
伝
え
た
と
は
言
っ
て
い
た
が
、
伝
え
た
の
が

い
か
な
る
意
図
で
、
即
ち
わ
れ
わ
れ
と
戦
う
の
か
そ
れ
と
も
単
に
用
心
深
く
し
て

い
る
こ
と
な
の
か
は
断
言
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、Litya Bay area

か
らIce 

Streit

西
岸
とYakobi Island

、
そ
し
て
北
のChilkat

と
南
のAngoon

ま

で
意
図
不
明
な
が
ら
使
者
が
派
遣
さ
れ
廻
っ
て
い
る
こ
と
を
、
あ
い
ま
い
な
が

らК
ускoв

に
知
ら
し
め
、
周
辺
のTlingits

の
攻
撃
へ
の
懸
念
を
強
め
さ
せ
た

こ
と
は
伺
え
る
。
例
え
ば
、
彼
はThe Aakw

éi

の
村
に
人
を
派
遣
し
状
況
を

さ
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
最
後
に
彼
の
懸
念
対
象
のTlingits

はThe A
akw

éi

で

の
攻
撃
に
参
加
し
た
地
域
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
北
部
地
域
の
そ
れ
で
あ
り
、
南
部

Tlingits

は
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　Я
кутат

で
、
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
の
修
理
・
食
糧
の
準
備
・
銃
や
火
薬
・
弾
丸
・

弾
薬
筒
等
軍
需
装
備
品
の
補
充
、
さ
ら
に
人
質
と
病
人
を
残
し
、
三
人
の
ロ
シ
ア

人
を
加
え
て
六
月
六
日
に
こ
の
隊
は
再
び
前
回
と
同
じ
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
出
発
し

た
。
そ
の
時К

ускoв

は
、
当
地
の
司
令
官М

ухин

に
用
心
深
く
あ
る
よ
う
命

じ
、
移
住
者
（посельщ

ики

）
に
は
定
住
地
を
離
れ
る
こ
と
を
禁
じ
、
警
戒
心
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を
示
し
た
。

　
同
日
に
先
のРиф

と
河
口
（The Aakw

éi

河
）
の
先
端
に
到
着
し
、
逆

風
や
嵐
の
よ
う
な
悪
天
候
の
た
め
留
ま
り
、
十
二
日
に
出
発
。
海
岸
沿
い
に

Сопка М
арковская

（
お
そ
ら
くM

t. Fairw
eather

）
の
下
を
進
ん
だ
。

そ
の
間
狩
猟
団
は
獲
物
の
探
索
と
狩
猟
を
行
っ
て
い
た
が
不
猟
が
続
い
た
。
六

月
十
五
日
にЛ

едяной пролив

（Ice Streit

）
の
先
端
の
岬
（
現Cape 

Spencer

）
に
到
着
。
こ
こ
で
天
候
悪
化
に
よ
り
足
止
め
さ
れ
る
間
に
、
季
節

的
一
時
滞
在
中
のK

ax' noow
ú

とG
aaw

t' aak. aan

の
村
の
住
民
に
遭
遇
）
116
（

。

彼
ら
の
様
子
か
ら
は
「
彼
ら
が
隠
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
遠
いакойское 

ж
ило

（Aakw
éi

の
村
）
で
起
き
た
事
件
を
知
ら
な
か
っ
た
か
は
わ
か
ら
な

い
）
117
（

」。
ロ
シ
ア
側
はG

aaw
t' aak. aan

（H
oonah

）
の
村
のtoion

に
の
み
質

問
し
た
が
そ
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と
の
返
答
だ
っ
た
。
そ
の
後К
ускoв

は
他

の
人
々
と
話
を
し
、
多
く
の
こ
と
に
興
味
を
引
か
れ
た
。
そ
の
中
で
一
人
の
老

人
か
ら
以
下
の
こ
と
を
知
っ
た
。「Л

едяной пролив

のс

）
118
（

ия

と
よ
ば
れ
る

湾
に
多
く
の
人
々
が
様
々
な
村
か
ら
集
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
はхуцновских

（Xutsnoow
ú

か
ら
の
）
人
を
乗
せ
た
、
十
漕
以
下
の
大
き
な
バ
イ
ダ
ー
ル
カ

やситхинских

（Sitka

か
ら
の
）
二
人
が
い
た
。
彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
の
隊
の

到
着
を
待
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
ま
る
で
わ
れ
わ
れ
や
わ
れ
わ
れ
の
狩
猟
団
員
と

物
々
交
換
や
交
易
を
行
う
こ
と
を
望
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
）
119
（

」
と
。
し
か
し

こ
の
情
報
に
は
彼
は
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。Xutsnoow

ú

（angoon area
）
の

人
々
は
め
っ
た
に
自
分
の
村
か
ら
離
れ
な
い
の
で
。
し
か
し
こ
の
老
人
は
さ
ら
に

述
べ
た
。
彼
ら
自
身
が
遠
いSitka

（Ситха

）
の
向
う
に
住
む
、ты

кинские

（Stikine

の
）
と
呼
ば
れ
る
人
々
か
ら
現
在
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
及

び
こ
の
人
々
や
そ
の
他
の
人
々
が
非
常
に
多
数
で
、Sitka

に
攻
撃
に
行
く
こ
と

を
計
画
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
。
し
か
し
攻
撃
の
対
象
がSitka

の
村
の

居
住
民
か
、
そ
れ
と
も
ロ
シ
ア
のН

овоархангельская крепость

か
は
明

ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
しК

ускoв

は
最
初
の
経
験
も
あ
り
慎
重
に
な
っ

て
お
り
、
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
危
険
の
存
在
を
状
況
か
ら
察
し
て
、Sitka

（O
ld 

Sitka

）
の
要
塞
司
令
官М

едведников

に
六
漕
の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
を
派
遣

し
、
自
己
の
隊
に
旅
行
中
に
ふ
り
か
か
っ
た
こ
と
や
そ
の
他
の
事
に
つ
い
て
詳
細

に
知
ら
せ
る
こ
と
に
決
め
た
）
120
（

。
そ
の
知
ら
せ
の
中
で
、Sitka

に
ま
だ
残
っ
て
い

る
狩
猟
団
が
い
る
場
合
、
そ
れ
を
こ
の
隊
と
合
流
す
る
よ
う
送
る
こ
と
及
び
合
流

ル
ー
ト
や
合
流
地
点
を
指
示
し
た
）
121
（

。
こ
の
よ
う
に
こ
の
時
既
にO

ld Sitka

の
ロ

シ
ア
要
塞
はTlingits

の
大
規
模
な
攻
撃
に
よ
り
壊
滅
し
て
い
た
が
、
彼
が
そ

の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
伴
う
こ
の
地
域
のTlingits

の
変
化
も
感
じ
て
い

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
合
流
へ
の
ル
ー
ト
設
定
で
は
居
住
す
る

諸
氏
族
か
ら
の
危
険
の
有
無
に
細
か
く
注
意
を
払
っ
て
は
い
る
が
、Tlingits

と

の
全
面
的
衝
突
の
危
機
を
考
慮
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
但
しБаранов

に

銅
製
大
砲
―
一
角
砲
及
び
銃
と
槍
、
並
び
にTlingits

語
の
正
確
な
翻
訳
の
で

き
る
通
訳
の
送
付
を
要
求
し
て
お
り
、
戦
闘
の
可
能
性
を
排
除
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。

　
六
月
十
七
日
午
後
、
手
紙
と
小
包
み
を
携
え
任
命
さ
れ
た
六
漕
の
バ
イ
ダ
ー
ル

カ
がSitka

の
要
塞
へ
と
派
遣
さ
れ
た
。
指
揮
はш

аш
кацкий

（K
odiak

島

Shashkat

村
出
身
の
）Еремей К

очергин

に
委
ね
ら
れ
た
。
彼
へ
の
指
示

は
、
前
記
の
要
塞
に
急
い
で
到
着
し
、
帰
途
はЯ

кобиевский пролив

（
現

Lisianski Streit

）
の
入
口
の
南
側
又
はЧ

асты
е острова

（
現Salisbury 

Sound

）
で
本
隊
に
合
流
、
そ
し
て
航
行
中Lisianski Streit

や
そ
の
他
の

場
所
に
居
住
す
る
現
地
民
と
の
遭
遇
を
避
け
る
べ
き
こ
と
だ
っ
た
）
122
（

。
他
方
、

翌
十
八
日
朝
本
隊
はЯ

кобиев

（
現Yakobi Island

）
へ
と
出
発
し
た
。

Я
кобиевский пролив

の
入
口
を
集
合
場
所
と
定
め
、
狩
猟
団
は
こ
の
海
峡

に
面
すАполсово ж

ило

（Apolosovo

村
、
今
は
無
いTlingit

村
）
方
向

に
進
み
、
そ
こ
で
充
分
な
量
の
毛
皮
獣
を
発
見
し
、
天
候
が
悪
化
す
る
ま
で
半

日
間
猟
に
従
事
。
こ
う
し
て
集
合
地
点
に
向
っ
て
進
む
間
に
ラ
ッ
コ
（М

аток 
и кош

лок

）
一
三
〇
頭
を
獲
得
。
翌
十
九
日
、
狩
猟
に
適
す
る
静
か
な
天
候
の

た
め
夜
明
け
と
共
に
狩
猟
団
をYakobi Island

か
らSitka

側
に
送
っ
た
。

Sitka

（
要
塞
）
に
派
遣
し
た
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
が
戻
る
ま
で
に
、Salisbury 

Sound

近
く
で
毛
皮
獣
の
探
索
を
行
う
た
め
に
、
集
合
地
点
はSalisbury 

Sound

のYakobi Island

に
近
い
側
の
場
所
に
定
め
た
。
こ
う
し
た
狩
猟
団
の
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働
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
ま
で
の
通
過
中
に
様
々
な
場
所
で
獲
ら
れ
た
ラ
ッ
コ

は
全
部
で
三
五
〇
頭
で
、
猟
は
成
功
で
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
こ
の
隊
の
通
過
中

に
二
漕
のситкинские

（Sitka

のTlingit

の
）
バ
イ
ダ
ー
ラ
が
追
い
つ
い

た
。
彼
ら
は
自
分
の
家
に
行
く
途
中
で
あ
り
、Sitka

を
十
日
程
離
れ
、Yakobi 

Island

で
魚
の
保
存
食
糧
を
用
意
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
の
彼
ら
の
出
発
前
、
即

ち
六
月
初
め
にситхинская партия

（
シ
ト
カ
狩
猟
団
）
が
派
遣
さ
れ
た
こ

と
や
そ
の
隊
に
ロ
シ
ア
人
三
名
と
イ
ギ
リ
ス
人
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
人
の
一
）
123
（

名
が

い
た
こ
と
を
彼
ら
か
ら
知
っ
た
。
こ
のTlingits

は
訪
問
す
る
こ
と
を
約
束
し

去
っ
た
。
彼
ら
に
は
敵
対
的
態
度
は
こ
の
報
告
書
か
ら
判
断
す
る
な
ら
全
く
見
ら

れ
な
い
。

　
翌
六
月
二
〇
日
、К

ускoв

は
猟
の
獲
物
の
乾
燥
と
狩
猟
団
員
の
休
息
の
た
め

隊
を
止
め
た
。
加
う
る
に
天
気
は
朝
か
ら
北
風
が
吹
き
、
午
後
に
は
雨
が
降
り
出

し
た
。
そ
こ
へ
、Sitka

に
派
遣
さ
れ
た
ク
ス
コ
フ
隊
の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
が
六
漕

中
五
漕
だ
け
戻
っ
て
来
た
。
そ
れ
はН

овоархангельская крепость

の
壊

滅
を
伝
え
る
不
幸
な
知
ら
せ
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
の
隊
の
人
々
へ
の
衝
撃
の
大

き
さ
をК

ускoв

は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
と
わ
れ
わ
れ
の
狩

猟
団
員
は
不
幸
な
知
ら
せ
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
。
そ
し
て
戦
慄
せ
ず
に
は
ほ
と
ん

ど
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
。Ситха

に
あ
る
わ
れ
わ
れ
のН

ово-
Архангельская крепость

と
す
べ
て
の
建
物
は
灰
に
な
っ
て
し
ま
い
、
人
々

は
殲
滅
さ
れ
た
こ
と
を
。
こ
の
不
幸
な
知
ら
せ
を
聞
い
て
ほ
と
ん
ど
気
が
動
転
し

て
し
ま
っ
た
」
と
）
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。
続
い
て
派
遣
さ
れ
た
人
々
が
「
血
に
飢
え
た
野
蛮
人
の
手
か

ら
や
っ
と
逃
れ
た
」
経
過
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
前
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
基
く

と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
はЯ

кобиский пролив

（Lisianski Streit

）
通
過

中
に
一
人
のTlingit

遭
遇
し
た
。
彼
は
完
全
に
（
事
件
に
つ
い
て
）
暴
露
し
た

の
で
は
な
い
がСитка

に
日
中
到
着
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
そ
こ
は
、
悪

い
危
険
な
状
況
に
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
警
告
し
て
く
れ
た
）
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。
そ
こ
で
こ
の
情

報
を
考
慮
し
て
、
彼
ら
は
十
九
日
の
夜
明
け
前
に
（O

ld Sitka

近
く
に
）
到
着

し
、Гаванская Бухта

（
現Starrigavan Bay

）
の
岬
に
停
留
し
、
建
物

が
灰
と
な
り
、
残
余
物
は
ま
だ
煙
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
そ
こ
で

こ
の
岬
に
着
岸
し
、
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
を
森
に
隠
し
た
。
助
か
っ
た
者
が
い
な
い
か

知
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
、Еремей К

очергин

は
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
で
、
海
岸

か
ら
少
し
離
れ
沿
岸
を
航
行
し
、
湾
を
横
切
り
直
接
元
の
建
物
に
針
路
を
取
る
つ

も
り
だ
っ
た
。
そ
こ
に
、
非
常
に
多
数
の
人
々
が
い
る
の
を
眺
め
て
い
る
と
、
海

岸
か
ら
人
々
を
乗
せ
た
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
一
漕
が
出
て
、
彼
の
方
に
向
っ
て
来
た
の

で
、
急
い
で
海
岸
に
戻
り
岩
に
着
岸
し
、
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
と
伴
に
森
に
隠
れ
た
。

彼
を
追
う
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
以
外
に
も
湾
や
海
岸
を
多
く
の
そ
れ
が
行
来
し
、
湾
に

面
す
る
島
々
に
も
人
々
の
乗
っ
た
そ
れ
が
多
数
あ
る
の
を
彼
は
目
に
し
た
。
し

か
し
そ
れ
以
上
何
も
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
夜
の
到
来
を
待
ち
、
彼
ら
は
出
発

し
、Tlingit

の
目
を
避
け
てБаранов пролив

（
現N

eva streit &
 O

lga 
streit

と
推
定
）
を
過
ぎ
る
や
海
上
に
出
て
集
合
地
点
を
目
指
し
た
。
ま
た
一
漕

の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
（N

ukom
iuk

村
のChugach

）
が
休
息
の
た
め
に
こ
の
海

峡
近
く
の
小
島
に
停
ま
っ
た
が
、
そ
れ
き
り
見
え
な
く
な
っ
た
。Tlingit

に
殺

さ
れ
た
か
あ
る
い
は
捕
獲
さ
れ
た
か
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
の
不
幸
な
知
ら
せ
を
得
て
、К

ускoв

は
、
今
後
の
隊
の
行
動
に
関
し
て
、

何
人
か
のпочётны

е тойоны

を
自
分
の
テ
ン
ト
に
招
き
、
隊
が
前
進
す
る

場
合
の
狩
猟
団
員
の
対
応
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
。
彼
ら
の
答
え
は
あ
い
ま

い
な
が
ら
、
狩
猟
団
員
の
信
頼
性
の
低
さ
を
示
す
も
の
だ
っ
た
）
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。
ま
た
、
狩
猟

団
員
（
多
く
がAleut

）
の
中
に
は
非
常
に
大
き
な
動
揺
が
生
じ
て
い
た
。
彼
ら

は
親
族
や
友
達
の
運
命
を
嘆
き
悲
し
み
、
号
泣
し
て
い
た
。
特
にситхинская 

партия

（
前
記
の
壊
滅
し
たУ

рбанов

隊
）
の
団
員
の
運
命
を
心
配
し
て
）
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（

。
そ

の
上
彼
の
懸
念
が
さ
ら
に
三
点
あ
っ
た
。
第
一
はYakutat

がThe A
akw

éi

の
人
々
や
そ
の
他
地
域
の
人
々
（народы

）
か
ら
の
脅
威
に
晒
さ
れ
て
お
り
助

け
が
必
要
な
こ
と
。
第
二
は
こ
の
隊
のСитка

へ
の
南
下
の
動
き
は
、
海
岸
に

特
にIce streit area

に
居
住
す
る
多
数
の
人
々
が
知
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

はСитка
側
に
既
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
第
三
は
攻
撃
側
のTlingits

は
充

分
な
銃
と
弾
丸
の
他
に
重
い
大
砲
も
保
有
す
る
こ
と
。
従
っ
て
、
挟
み
打
ち
に
よ

り
包
囲
さ
れ
ぬ
よ
う
、
ま
た
狩
猟
団
員
を
不
幸
な
運
命
に
陥
ら
せ
ず
動
揺
を
静
め

る
に
はYakutat
へ
の
帰
還
し
か
他
に
方
法
は
見
い
だ
せ
ずК

ускoв

は
決
断
し
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た
。
こ
の
隊
は
即
ち
にYakutat

へ
出
発
し
、
途
中
一
漕
の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
が

隊
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
多
く
の
狩
猟
団
員
の
意
向
も
あ
り
そ
れ
の
帰
る
の

も
ま
た
ず
に
、
漕
ぎ
続
け
三
昼
夜
か
か
ら
ず
に
到
着
し
た
。

　
隊
がYakutat

定
住
地
に
到
着
す
る
や
司
令
官Н

иколай М
ухин

は
伝
え

た
。
こ
の
隊
の
再
出
発
後
ま
も
な
くThe Aakw

éi

と
そ
の
他
の
地
域
の
住
民

がСаковая речка

（
現Situk river

）
の
ヤ
ク
タ
ー
ト
（Я

кутацкие

）
住

民
の
も
と
に
大
挙
し
て
到
来
し
、
目
的
はСаковой ж

ир

（Situk river

の

油
の
意
味
、
魚
油
で
あ
ろ
う
）
の
購
入
で
あ
っ
た
こ
と
を
。
こ
こ
で
も
季
節
的

要
因
と
し
てEulachon oil
の
調
整
や
購
入
は
極
め
て
重
要
だ
っ
た
。
ま
た
、

Ф
ёдо

）
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に
もThe Aakw

éi
と
そ
の
他
の
地
域
の
住
民
の
当
地
へ
の
到
来
に
つ

い
て
、М

ухин

は
そ
の
数
や
「
わ
れ
わ
れ
に
対
し
何
ら
か
の
有
害
な
企
て
等
を

持
っ
て
い
な
い
か
」
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
。
彼
は
双
方
の
現
地
民
を

信
用
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
数
日
後Ф

ёдор

が
人
を
送
っ
て
伝
え
て

き
た
の
は
「
到
来
し
た
」
こ
と
だ
け
で
他
に
は
何
も
な
か
っ
た
。
最
初
の
出
発
時

に
もФ

ёдор

はК
ускoв

隊
と
「
遠
いакойркой ж

ило

」
で
合
流
す
る
予

定
だ
っ
た
が
、Я

кутат

に
近
い
方
のAakw

éi

（Akoi
）
の
村
か
らSituk

川

下
流
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。К

ускoв

に
知
ら
せ
よ
う
がМ

ухин

に
言
い
訳
を

し
よ
う
と
こ
の
時
点
で
彼
の
挙
動
は
不
信
感
を
生
む
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
明
白

にThe Aakw
éi

と
そ
の
他
の
地
域
の
住
民
の
企
て
、
即
ちК

ускoв
隊
攻
撃
を

知
っ
て
い
た
た
め
と
断
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
隊
再
出
発
の
時
も
彼
は
同
行

に
同
意
し
、
先
にSituk 

川
に
行
き
、
そ
の
河
口
を
隊
が
通
過
す
る
時
合
流
す

る
約
束
だ
っ
た
が
、
そ
こ
を
過
ぎAakw

éi

川
河
口
で
待
っ
て
い
た
隊
の
下
に
現

わ
れ
た
の
は
代
理
の
兄
弟М

ихайло

だ
っ
た
。
後
者
は
兄
弟Ф

ёдор

がThe 
Aakw

éi

と
そ
の
他
の
地
域
の
住
民
の
到
着
を
待
つ
た
め
同
行
を
断
る
こ
と
を
伝

え
た
。
以
上
の
よ
う
な
、
ロ
シ
ア
側
に
と
っ
て
近
い
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る

Ф
ёдор

の
挙
動
は
、Я

кутат

の
ロ
シ
ア
定
住
地
も
現
住
民
と
の
関
係
で
は
不
安

定
要
因
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
は
次
の
事
実
で
も
伺
え
る
。

　К
ускoв

に
よ
れ
ば
前
記
の
「акойские и прочие

は
わ
れ
わ
れ
のЯ

кутат

帰
還
を
知
る
や
た
ち
ま
ち
、
ほ
と
ん
ど
少
し
も
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
自
分
の

акойские ж
илы

（The Aakw
éi

の
村
々
）
へ
急
い
で
去
っ
て
い
っ
た
。
彼

ら
に
（
私
は
）
使
い
を
送
りП

авел

一
人
だ
け
で
も
（
当
地
に
）
来
る
よ
う
求

め
た
。
た
と
え
他
のтойоны

（toion

）
が
こ
こ
を
訪
問
し
た
が
ら
な
い
と
し

て
も
と
。」
こ
れ
に
対
す
るП

авел

の
返
答
は
、
来
訪
を
渋
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
返
答
に
関
し
て
、
彼
は
狩
猟
団
が
出
発
す
る
の
を
待
っ
て
、Yakutat

の
ロ

シ
ア
定
住
地
を
攻
撃
す
る
計
画
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
表
明
し
て

い
る
。
理
由
は
彼
ら
が
、
シ
ト
カ
で
の
事
件
の
情
報
を
得
て
い
た
か
ら
で
あ
る

と
。Yakutat

住
民
の
ロ
シ
ア
人
へ
の
忠
誠
心
をакойские

の
そ
れ
よ
り
信
頼

し
て
い
る
が
、
後
者
が
攻
撃
を
行
っ
た
場
合
前
者
の
抵
抗
が
不
可
能
と
の
懸
念
を

彼
は
持
っ
て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
定
住
地
に
迫
る
危
険
を
感
じ
以
下
の
よ
う
に
述

べ
る
。「
当
地
の
定
住
地
に
人
々
を
残
す
こ
と
に
は
危
険
が
無
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。Акойские и прочие

が
自
分
の
住
居
を
去
ら
な
い
の
でЛ

едяной 
пролив

か
ら
何
ら
か
の
支
援
を
待
ち
う
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
疑
わ

ざ
る
得
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
当
地
に
し
ば
ら
く
狩
猟
団
と
と
も
に
留
ま
り

ま
す
）
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（

」。
と
は
い
え
彼
の
滞
在
理
由
は
、М

ухин

と
移
住
者
グ
ル
ー
プ
の
対
立
に

よ
る
定
住
地
の
内
部
秩
序
の
混
乱
を
収
拾
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も

あ
る
。
当
地
の
ロ
シ
ア
定
住
地
は
内
憂
外
患
状
態
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
さ
て
、
こ
の
報
告
書
の
記
述
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
に
現
わ
れ
るTlingit

社
会
の
親
族
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
広
い
交
流
で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
人
質
を

почёны
е

住
民
か
ら
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、K

odiak

に
送
り
届
け
る
と

の
話
に
続
い
て
い
く
つ
か
の
例
が
登
場
す
る
。
ま
ず
先
のФ

ёдор

の
疑
わ
し

い
態
度
に
関
し
て
、
そ
のK

ax' noow
ú

のtoion

と
の
親
戚
関
係
、
即
ち
こ
の

toion

の
息
子
がФ

ёдор

の
娘
を
妻
に
し
て
い
る
た
め
彼
ら
の
企
て
を
知
っ
て

も
暴
露
し
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
次
にК

ускoв

が
小
さ
な
贈
物
を
与
え
御

機
嫌
を
取
っ
たХаткейк

（K
aalgéikw

）
130
（

）
の
親
類
の
二
人
のякутатских

（Yakutat Tlingits

）。
彼
ら
はthe A

akw
éi

の
村
の
居
住
者
で
あ
り
）
131
（

、
去
年

の
冬
はthe K

ax' noow
ú

の
村
に
滞
在
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
バ
イ
ダ
ー
ラ

で
先
のП

авел
や
そ
の
他
の
人
々
と
一
緒
にСты

кин

（the Stikine

）
に

行
きигруш

ка
（
遊
び
、
お
そ
ら
く
ポ
ト
ラ
ッ
チ
）
に
招
か
れ
た
。
そ
し
て
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кин

か
ら
の
帰
途
に
、
彼
ら
はК

ую
вское ж

ило

（The K
uiu

の
村
）

に
立
ち
寄
り
そ
こ
か
らXutsnoow

ú

（Хуцновское ж
ило, Angoon area

）

に
到
着
。
続
い
て
報
告
書
は
「
そ
こ
に
はТы

кин

と
呼
ば
れ
る
大
き
な
島
（
お

そ
ら
く
東
南
ア
ラ
ス
カ
南
端
の
島D

all Island

）
132
（

）
の
様
々
な
村
の
人
々
が
バ
イ

ダ
ー
ラ
で
集
合
し
て
い
た
。Ты

кин

はБобровая бухта

（Bucareli Bay

）

の
近
く
でШ

арлоттские островы

（Charlotte Islands

）
の
向
い
に
あ

る
。
そ
のтойон
はК

анягит

（
お
そ
ら
くK

anyagish

）
の
名
で
呼
ば
れ

て
い
る
。」
と
そ
こ
で
行
わ
れ
たTlingit

居
住
圏
の
南
端
か
ら
一
部H

aida

や

Tsim
shian

の
勢
力
圏
に
ま
で
及
ぶ
南
部
地
域
の
人
々
の
集
会
に
言
及
す
る
。

即
ち
、
そ
こ
に
集
っ
て
い
た
の
は
前
記
の
他
に
「
第
二
のК

устатастенс

）
133
（

や

そ
の
他
の
村
のтойоны

」
つ
ま
り
、K

uiu

（К
аю

цкого

）
134
（

）、Stkine

、K
ake

（кхекского

）
のtoions

、
独
特
の
異
な
る
言
葉
を
話
す
人
々
（народы

）

Stkine

の
隣
人
でChuchkan

（Ч
учкан, Tsim

shian

）
と
呼
ば
れ
る
人
々
、

そ
し
てThe Xutsnoow

ú

の
隣
人
で
あ
る
多
く
の
そ
の
他
の
人
々
。
但
し
北
部

で
あ
るK

ax' noow
ú

とChilkat

（тилхацких
）
のtoion

は
参
加
し
て
い

な
い
。
そ
し
て
そ
こ
でO

ld Sitka

の
「
わ
れ
わ
れ
のН

ово- Архангельская 
крепость

（
要
塞
）
と
主
要
な
ア
メ
リ
カ
の
狩
猟
団
の
破
壊
・
殲
滅
」
に
つ
い

て
話
合
い
が
も
た
れ
、
計
画
が
取
り
決
め
ら
れ
た
）
135
（

。
取
り
決
め
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
①
春
が
到
来
し
た
ら
決
め
ら
れ
た
時
に
全
員
がXutsnoow

ú
の
村
に
集

合
。
そ
こ
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
要
塞
に
進
み
、ситхинская партия
（
シ
ト
カ

狩
猟
団
）
を
待
ち
受
け
、
要
塞
へ
の
攻
撃
実
施
。
②Sitka Tlingit

住
民
が
こ

の
攻
撃
に
参
加
せ
ぬ
場
合
は
彼
ら
も
殲
滅
す
べ
き
こ
と
。
③
数
が
多
い
た
め
そ
の

場
で
全
員
を
殺
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
狩
猟
団
に
対
し
て
取
る
や

り
方
は
、
帰
途
、Sitka

近
く
、П

огибш
ий пролив

（Peril Streit

）
あ
る

い
は
他
の
ど
こ
か
適
当
な
場
所
で
と
り
囲
み
粉
砕
し
、
水
中
に
沈
め
る
こ
と
。
④

要
塞
殲
滅
を
知
っ
た
ら
（
そ
の
攻
撃
を
）
行
う
。
ま
ず
は
じ
め
にЛ

едяниой 
пролив

（Ice Streit

）
に
お
び
き
寄
せ
て
。
続
い
て
前
記
のStikine toion

（сты
кинский тойон

）
が
多
量
の
火
薬
・
弾
丸
及
び
そ
の
他
の
軍
装
備
品

を
供
給
し
、toion

各
々
に
い
く
つ
か
の
大
砲
を
分
配
。
さ
ら
に
集
会
が
行
わ

れ
たXutsnoow

ú

の
村
に
残
さ
れ
て
た
大
砲
（
複
数
）
と
イ
ギ
リ
ス
人
あ
る

い
は
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
彼
が
手
に
入
れ
た
武
器
と
軍
装
品
す
べ
て
も
分
配
。
こ

こ
でК

ускoв

は
上
記
の
武
器
の
供
給
を
行
っ
た
外
国
人
に
つ
い
て
、остров 

Ты
кина

（the Island of D
eikeena

）
の
彼
ら
の
近
く
に
移
住
し
、
要
塞
と

船
を
保
有
し
、
そ
こ
を
拠
点
に
交
易
の
た
め
海
岸
沿
い
に
航
海
し
て
い
た
と
、
定

住
し
、
拠
点
を
置
い
て
交
易
す
る
毛
皮
│
武
器
商
人
の
外
国
人
の
存
在
に
言
及
す

る
。
上
記
拠
点
場
所
は
今
日
、D

all Island

の
南
端
のH

aida

の
村K

aigani

に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
は
毛
皮
交
易
の
間
ア
メ
リ
カ
北
西
岸
の
最
も
有
名
な

港
の
一
つ
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
）
136
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。
こ
れ
は
南
部Tlingit

の
「land

」
に
隣
接
す

るH
aida

地
域
に
拠
点
を
置
く
外
国
船
（
特
に
英
米
船
）
が
日
常
的
に
毛
皮
交

易
に
来
訪
し
た
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
報
告
書
は
次
に
、Xutsnoow

ú

の
村
で

越
冬
し
た
ア
メ
リ
カ
船
が
住
民
に
交
易
用
の
ラ
ッ
コ
の
量
的
不
足
を
理
由
と
す
る

来
航
中
止
を
予
告
し
、
ま
た
前
記
のO

ld Sitka

の
要
塞
と
ロ
シ
ア
狩
猟
団
の
殲

滅
を
扇
動
し
た
と
の
情
報
も
書
く
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
情
報
は
不
正
確
と
認
め
て

い
る
。К

ускoв

自
身
の
意
見
も
「
そ
れ
が
真
実
か
彼
ら
自
身
の
作
り
話
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
真
実
で
し
ょ
う
）
137
（

」
だ
っ
た
。

　
次
に
報
告
書
はSitka

要
塞
攻
撃
計
画
とYakutat

の
ロ
シ
ア
人
定
住
地

攻
撃
（
未
実
行
）
の
関
連
性
に
触
れ
る
。
前
記
の
攻
撃
の
取
り
決
め
後The 

Stkine toion

（
報
告
書
は
攻
撃
計
画
の
中
心
人
物
と
み
な
す
）
と
彼
の
共
謀
者

達
がThe Aakw

éi

のtoions

の
「Ч

естны
а и О

）
138
（

сипа

」
に
火
薬
と
軍
装
備

品
を
送
り
、
そ
れ
は
前
記Sitka

要
塞
壊
滅
を
知
る
や
、Yakutat

の
ロ
シ
ア
定

住
地
に
彼
ら
が
同
様
の
攻
撃
を
加
え
る
た
め
だ
っ
た
と
。

　К
ускoв

に
は
前
述
の
事
の
真
偽
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
情
報
が

Tlingits

か
ら
の
伝
聞
に
基
く
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
彼
はTlingits

の
中
に
ロ

シ
ア
人
や
狩
猟
団
を
構
成
す
るTlingit

の
支
配
領
域
外
の
北
部
の
現
地
民
、
特

にAleut
に
対
す
る
敵
意
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
。
従
っ
て

彼
は
敵
意
の
原
因
等
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
。
そ
れ
はМ

едведников

の
手

紙
が
知
ら
せ
て
お
り
事
実
で
あ
ろ
う
。
第
一
はSitka

狩
猟
団
員
がThe K

uiu

の
村
で
墓
地
の
死
者
の
傍
に
置
か
れ
た
所
有
物
の
窃
盗
と
い
う
墓
荒
し
行
為
で
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あ
る
。
こ
れ
は
気
づ
か
れ
代
償
と
し
て
ラ
ッ
コ
皮
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
がThe 

K
uiu

の
人
々
の
感
情
を
著
し
く
傷
つ
け
た
こ
と
に
間
違
い
無
い
。
第
二
は
、

The K
uiu

のtoion

と
そ
の
妻
子
の
殺
害
事
件
で
あ
る
）
139
（

。
こ
れ
は
①
の
少
し
後

あ
る
い
は
同
時
に
発
生
し
た
。
五
月
十
九
日
に
彼
が
受
け
取
っ
た
手
紙
）
140
（

に
書
か
れ

て
お
り
事
実
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
係
し
、
彼
は
わ
ざ
わ
ざThe K

uiu

の

村
のToion
はThe Stkine toion

の
姉
妹
を
妻
に
し
て
い
る
と
書
き
、
事
の

重
大
性
を
伝
え
よ
う
と
し
た
。Tlingit

社
会
で
は
こ
の
殺
害
はThe K

uiu

の

toions

とThe Stkine toions

双
方
に
、
ロ
シ
ア
人
や
ロ
シ
ア
狩
猟
団
員
へ
の

復
讐
が
義
務
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
彼
はThe 

Xutsnoow
ú

の
人
々
が
わ
れ
わ
れ
に
敵
意
を
養
う
理
由
に
言
及
す
る
。
そ
れ
は

一
八
〇
〇
年
あ
る
い
は
一
八
〇
一
年
に
起
き
た
盗
み
の
か
ど
で
そ
の
地
のtoion

の
甥
が
逮
捕
と
鉄
鎖
に
つ
な
が
れ
る
懲
罰
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
復
讐

と
し
て
の
攻
撃
の
誘
因
と
な
り
得
た
。
し
か
しК

ускoв

はThe Xutsnoow
ú

の
人
々
は
単
独
な
ら
企
て
（
要
塞
攻
撃
）
を
実
行
し
な
か
っ
た
と
、
こ
れ
の
主
因

をThe Sitikne

の
人
々
とThe Xutsnoow

ú
の
人
々
の
親
族
関
係
の
変
化
に

求
め
る
。
即
ち
両
者
は
以
前
は
絶
え
ま
な
い
戦
争
状
態
に
あ
り
停
戦
時
に
は
人

質
交
換
を
行
っ
て
い
た
。
少
な
く
と
も
去
年
の
夏
ま
で
は
。
し
か
し
今
やThe 

Stkine

のtoion

息
子
がThe Xutsnoow

ú

のtoion

の
娘
を
妻
と
す
る
こ
と

に
よ
り
両
者
は
親
族
関
係
に
よ
り
結
ば
れ
て
い
る
と
。
こ
こ
で
前
述
のП

авел 
Родионов

と
二
人
のYakutat Tlingits

の
証
言
が
登
場
す
る
。
彼
ら
は
前

記
のThe Xutsnoow

ú

の
村
に
滞
在
し
、Sitka

攻
撃
を
取
り
決
め
た
会
議

を
見
聞
し
た
後
にSitka

に
滞
在
。
そ
の
彼
ら
が
伝
え
た
の
は
、The K

uiu

とK
ake

の
村
の
人
々
が
狩
猟
団
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
及
び
「The 

Xutsnoow
ú

の
人
々
も
わ
れ
わ
れ
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
。
彼
ら
よ
り
多
く
の

動
物
を
獲
っ
て
い
る
こ
と
で
。）
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」
そ
れ
以
外
何
も
言
わ
な
か
っ
た
が
、
狩
猟
問
題

もTlingit

の
敵
意
の
要
因
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
さ
せ
る
発
言
で
あ
る
。

　
六
月
二
八
日
夕
方
、Yakutat

に
戻
る
途
中
遅
れ
て
行
方
不
明
と
な
っ
たThe 

K
atm

ai

の
村
の
人
）
142
（

々
の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
が
帰
還
。
彼
ら
の
行
動
は
次
の
通
り
で

あ
っ
た
。
遅
れ
てК

ускoв

隊
の
屯
営
地
に
着
い
た
時
既
に
隊
の
出
発
後
の
た
め

自
ら
の
進
む
べ
き
方
向
に
迷
っ
た
。
そ
こ
でSitka

に
派
遣
さ
れ
た
バ
イ
ダ
ー
ル

カ
が
戻
り
、
そ
の
報
告
で
隊
がSitka

に
向
っ
た
と
考
え
、
そ
こ
に
向
う
。
現
地

の
人
々
に
遭
遇
す
る
の
を
避
け
慎
重
に
航
海
、
夜
中
にSitka

近
く
に
着
い
た
。

そ
こ
で
元
の
要
塞
場
所
の
惨
状
を
目
に
し
、
急
い
でГаванская Бухта

（
お

そ
ら
くStarrigavan Bay

）
の
岬
に
行
動
し
た
。
こ
こ
でK

odiak

島
のthe 

Alitak

村
の
男
（K

oniagi

）
を
発
見
し
、
連
れ
帰
っ
て
き
た
。
彼
は
以
前
、

the Alitak artel

で
通
訳
を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
お
そ
ら
くTlingit

語
も
解
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
のthe Alitak

住
民
か
らК

ускoв

はSitka

の
要
塞
の
破
壊
と
人
々
の

殲
滅
状
況
を
確
認
し
た
。
そ
の
住
民
の
発
言
で
注
目
す
べ
き
はThe Stkine

の
人
々
等
の
攻
撃
に
関
し
て
事
前
に
多
く
の
警
告
や
う
わ
さ
が
司
令
官

М
едведников

や
他
の
要
塞
の
人
々
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
よ

れ
ば
「
冬
の
間
ず
っ
と
通
訳Д

арья

とАню
ш
ка

を
通
し
て
う
わ
さ
が
流
れ

て
い
た
。
遠
方
のты

кинские

（The Stikine

の
人
々
）
と
そ
の
他
の
人
々

（народы

）
が
要
塞
と
狩
猟
団
に
対
し
攻
撃
を
行
な
お
う
と
し
て
い
る
と
。
そ

し
てситхинский тойон

（The Sitka toion

）М
ихайло

（Shk' aw
ulyeil

）

がМ
едведников

に
対
し
て
も
わ
れ
わ
れ
のкадьякские

（K
odiak 

島
住

民
、K

oniagi

）
に
対
し
て
も
何
度
も
く
り
返
し
同
じ
こ
と
に
つ
い
て
言
っ
て
い

た
。
し
か
し
彼
ら
は
す
べ
て
を
無
価
値
な
こ
と
と
見
な
し
て
い
た
）
143
（

。」
の
み
な
ら

ず
事
件
の
直
前
の
数
日
前
に
も
、
遠
いСиучьем

 камне

（Sea Lion Rock

）

に
ア
シ
カ
猟
の
た
め
に
居
たВ

асилии К
очесов

の
下
を
ひ
ど
い
嵐
の
中
訪
れ

たSitka

住
民
が
、「ты

кинские

（The Stikine

の
住
民
）
と
そ
の
他
の
人
々

が
攻
撃
を
行
い
に
や
っ
て
来
た
」
と
言
い
す
ぐ
去
っ
た
）
144
（

。
ま
た
、
前
者
の
下
へ
仲

間
と
派
遣
さ
れ
た
彼
が
、Я

кобиев

（Yakobi Island

）
か
ら
航
路
を
進
ん
で
い

る
時
に
もSitka

住
民
に
同
じ
事
を
言
わ
れ
た
。
こ
のThe Alitak

住
民
は
最

後
に
自
ら
の
悲
惨
な
逃
避
行
を
報
告
書
で
語
っ
た
。
六
月
十
日
頃У

рбинов

等

四
人
の
ロ
シ
ア
人
と
一
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
狩
猟
団
（
彼
も
含
む
）
は
バ
イ
ダ
ー

ラ
でСиучий камень

（Sea Lion Rock

）
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
れ
は
滞
在

と
往
復
で
約
七
日
間
要
し
、
帰
途
に
はSitka

の
面
す
湾
の
岬
で
、
病
気
の
た
め
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狩
猟
団
か
ら
と
り
残
さ
れ
たкилю

динское ж
ило

（The K
iliuda

の
村
、

K
odiak

島
）
の
住
民
の
声
を
聞
き
つ
け
、
彼
を
バ
イ
ダ
ー
ラ
に
乗
せ
た
。
彼
か

ら
初
め
て
前
日
起
っ
た
要
塞
壊
滅
の
事
件
を
知
っ
た
が
、
す
ぐ
に
背
後
か
ら
追
っ

て
く
る
大
量
の
人
を
乗
せ
た
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
を
目
に
す
る
。
こ
こ
か
ら
こ
の
狩
猟

団
の
逃
避
行
が
始
ま
る
。Tlingits

の
追
跡
を
振
り
切
る
た
めА

. К
очесов

も

バ
イ
ダ
ー
ラ
に
乗
り
移
り
帆
と
オ
ー
ル
を
使
い
、
途
中
で
積
荷
の
一
部
を
投
げ
棄

て
湾
を
漕
ぎ
渡
っ
た
。
し
か
しTlingits

の
船
は
迫
り
銃
が
撃
ち
か
け
ら
れ
始

め
た
。
狩
猟
団
は
湾
の
先
端
の
岬
に
上
陸
し
、
い
く
つ
か
の
集
団
に
分
か
れ
森
の

中
に
逃
げ
込
ん
だ
。
仲
間
は
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は
あ
のThe 

Alitak

の
住
民
は
自
己
の
体
験
の
み
を
語
る
。
彼
は
最
初Батурин

と
一
人
の

К
аю

р

（
現
地
民
の
漕
ぎ
手
）
の
三
人
で
森
の
中
を
移
動
し
、
要
塞
近
く
の
小
高

い
場
所
に
登
り
草
と
根
だ
け
を
食
糧
に
四
日
間
過
ご
し
た
。
お
そ
ら
く
海
上
か
ら

逃
げ
る
た
め
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
か
ボ
ー
ト
を
見
つ
け
よ
う
と
彼
は
前
二
者
と
別
れ
一

人
と
な
り
、
先
に
上
陸
し
た
岬
に
行
く
が
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
は
見
つ
か
ら
な
い
。
そ

の
場
に
二
日
間
滞
在
し
て
い
た
が
船
も
見
な
か
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
彼
は
そ
こ

で
到
着
し
たThe K

atm
ai

バ
イ
ダ
ー
ラ
に
救
わ
れ
た
。
そ
の
バ
イ
ダ
ー
ラ
は

夜
を
待
っ
て
か
らSalisbury Sound

の
島
々
の
間
の
海
峡
を
通
り
出
発
し
た
。

会
社
の
「Екатерина

」
号
も
含
め
船
の
姿
は
見
か
け
な
い
。

　К
ускoв

は
こ
れ
も
含
めYakutat

に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
こ
の
事

件
の
生
き
残
り
の
人
々
の
話
や
戻
っ
て
き
たSitka

へ
の
派
遣
隊
の
情
報
等
か

ら
、Sitka

周
辺
に
、
生
存
者
の
捜
索
と
救
出
の
た
め
危
険
だ
が
、
バ
イ
ダ
ー
ル

カ
船
団
派
遣
を
決
断
す
る
。「
森
を
さ
す
ら
い
飢
え
の
た
め
疲
れ
果
て
て
い
る
わ

れ
わ
れ
の
苦
し
ん
で
い
る
ロ
シ
ア
人
とК

адьякские

（K
oniagi

）
に
救
い
の

助
け
を
与
え
る
他
の
手
段
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
」
と
。
そ
し
て
指
揮
下

のK
oniagi

とChugach

の
狩
猟
団
員
の
何
人
か
に
参
加
を
説
得
。
続
い
て
多

数
が
自
発
的
に
こ
の
捜
索
│
救
出
隊
へ
の
参
加
を
申
し
出
た
）
145
（

。
彼
は
こ
の
中
か
ら

最
も
敏
捷
な
者
三
六
人
を
選
ん
だ
。
そ
の
中
に
は
上
記
のThe Alitak

住
民
も

含
ま
れ
る
。
こ
う
し
て
十
二
漕
の
三
ハ
ッ
チ
式
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
船
団
が
六
月
三
〇

日Sitka

へ
と
出
発
し
た
。
彼
は
生
存
者
の
発
見
に
期
待
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た

こ
の
仕
事
は
、
現
地
のTlingits

に
見
つ
か
り
難
い
少
数
の
船
団
で
あ
る
か
ら

可
能
と
見
て
い
た
。
そ
し
て
七
月
十
日
ま
で
に
彼
ら
は
天
候
が
妨
げ
な
け
れ
ば
、

Yakutat

に
帰
還
す
る
と
予
想
し
て
い
た
。

　
し
か
しYakutat

の
ロ
シ
ア
人
定
住
地
で
は
こ
こ
に
狩
猟
の
成
果
も
無
し
に

留
め
ら
れ
た
狩
猟
団
員
の
間
で
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
。Chugach

の
二
漕
の

バ
イ
ダ
ー
ル
カ
が
既
に
脱
走
し
て
い
た
。К

ускoв

は
非
常
に
費
用
の
か
か
る

タ
バ
コ
やП

рош
ка

（
嗅
ぎ
タ
バ
コ
入
れ
）
をтойон

やзаказчик

に
贈
り

彼
ら
を
引
き
留
め
に
か
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
「
狩
猟
団
を
さ
ら
に
引
き
留
め

て
お
く
こ
と
は
不
可
能
」
が
彼
の
判
断
で
、
こ
の
報
告
執
筆
の
時
点
でK

odiak

島
に
出
発
す
る
意
志
を
固
め
て
い
た
。
彼
の
存
在
が
抑
え
て
い
た
、Yakutat

の
ロ
シ
ア
人
定
住
地
内
の
司
令
官
と
植
民
者
の
対
立
が
収
拾
さ
れ
た
か
は
不

明
で
あ
る
が
。
前
述
の
よ
う
に
先
ず
こ
の
報
告
を
携
え
た
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
三
漕

の
急
便
が
七
月
六
日
に
予
定
遅
れ
で
派
遣
さ
れ
た
。
直
後
に
彼
が
待
ち
望
ん
だ

「Екатерина

」
号
が
よ
う
や
くYakutat

に
到
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の

予
想
と
は
異
な
り
こ
の
船
をБаранов

がYakutat

とSitka

にK
odiak

島

か
ら
派
遣
す
る
の
は
六
月
二
一
日
で
あ
る
。
従
っ
てYakutat

着
が
七
月
以
降

な
の
は
当
然
で
あ
る
。
よ
う
や
く
こ
の
船
でYakutat

に
留
ま
っ
て
い
た
こ
の

隊
の
狩
猟
団
はK

odiak

島
に
帰
還
し
た
。
そ
れ
は
報
告
書
の
予
定
よ
り
遅
れ
九

月
五
日
だ
っ
た
。

四
、Sitka Tlingit

の
口
承
伝
承
に
見
る
事
件
像
│
総
支
配
人

А
. А
. Баранов

の
課
題

　O
ld Sitka

の
こ
の
ロ
シ
ア
要
塞
壊
滅
事
件
（
一
八
〇
二
年
）
は
、
攻
撃
の
事

実
関
係
は
ロ
シ
ア
側
とTlingits

側
双
方
の
史
料
に
一
致
点
が
多
く
争
点
は
少

な
い
。
し
か
し
そ
の
原
因
と
総
体
と
し
て
の
こ
の
事
件
の
性
格
に
関
し
て
は
、

二
十
世
紀
後
半
以
後
のTlingit

の
口
承
伝
承
の
採
取
と
活
字
化
の
進
行
や
ロ

シ
ア
の
史
料
の
新
刊
行
に
よ
り
従
来
の
解
釈
の
変
更
の
必
要
性
が
顕
在
化
し
て

い
る
。
そ
れ
を
加
速
し
て
い
る
の
は
、
十
八
世
紀
以
降
のTlingit

「land

」
と

Tlingit

の
文
化
人
類
学
的
調
査
・
研
究
の
成
果
で
あ
る
）
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（

。
今
日
、Tlingit

社
会
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の
構
造
や
慣
習
・
文
化
を
考
慮
し
て
こ
の
事
件
を
解
釈
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

　
で
は
本
稿
の
最
後
にTlingit

の
口
承
伝
承
で
の
こ
の
事
件
の
解
釈
に
触
れ
た

い
。
こ
れ
は
一
九
七
〇
年
代
に
録
音
さ
れ
たAndrew

 P
. Johnson

の
録
音
時

期
の
異
な
る
二
編
の
語
り
（
英
語
）
で
あ
る
）
147
（

。
彼
は
第
一
編
で
自
分
がK

iks.- 
ádi

（Raven m
oiety clan

）
で
あ
り
、
こ
の
戦
い
で
前
述
のTlingit

側
の
リ
ー

ダ
ー
の
一
人
と
さ
れ
たShk' aw

ulyeil

の
家
系
に
属
す
こ
と
を
述
べ
る
。
従
っ

て
彼
の
語
り
は
こ
の
戦
い
に
参
加
し
た
氏
族
の
口
承
伝
承
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
二
編
に
共
通
す
る
こ
と
は
第
一
に
こ
の
戦
い
が
、Sitka

の
支
配
的
氏

族
（clan

）K
iks. ádi

の
戦
い
で
あ
る
こ
と
。
他
のTlingit

諸
氏
族
に
関
し
て

は
、
他
地
域
居
住
者
ど
こ
ろ
かSitka
居
住
者
の
参
加
も
言
及
さ
れ
な
い
。
但
し

こ
れ
に
登
場
す
る
三
人
の
戦
士
の
内
、
父
方
と
し
て
二
人
がK

aagw
aantaan

（Eagle m
oiety clan

）
の
親
族
で
あ
り
、
一
人
はChookaneidí

（Eagle 
m

oiety clan

）
の
親
族
で
あ
る
。
こ
の
父
方
の
親
族
の
戦
い
へ
の
参
加
の
可
能

性
は
無
い
と
は
言
え
ぬ
が
、
こ
の
語
り
に
は
全
く
登
場
し
な
い
。
こ
の
点
で
先
に

К
ускoв

が
報
告
で
述
べ
たThe Stkine

のtoion

主
導
の
攻
撃
計
画
と
は
異
な

る
。
こ
こ
で
の
戦
い
の
主
役
は
第
一
にShk' aw

ulyeil

の
甥
、K

' alyáan

で
あ

る
。
前
者
を
語
り
手
は
「the head chief of the K

iks. ádi
」
と
呼
び
当
時
の

こ
の
氏
族
の
首
長
的
地
位
を
認
め
る
。
両
者
は
同
じThe Lukeetaan
（People 

of the Point H
ouse

）
に
属
し
非
常
に
緊
密
な
血
族
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
の

他
、
戦
士
と
し
て
、Stoonook

とD
uk' aan

が
登
場
し
、
そ
の
勇
敢
な
戦
い

と
死
が
強
調
さ
れ
る
。
次
に
第
一
編
で
の
み
語
ら
れ
る
攻
撃
の
理
由
に
移
る
。

先
ず
、
ロ
シ
ア
人
がTlingits

に
対
し
て
極
め
て
残
酷
で
あ
り
、Tlingits

が

約
束
を
守
る
の
に
反
し
て
約
束
を
守
ら
ぬ
こ
と
。
さ
ら
にTlingits

の
女
性
に

対
す
る
森
の
中
で
の
強
姦
行
為
と
そ
れ
に
よ
る
ロ
シ
ア
人
の
血
を
引
くTlingit

の
誕
生
。
次
に
彼
ら
へ
の
侮
辱
に
対
す
る
報
復
。
そ
の
中
に
は
、Stoonook

が

K
lukw

an

（Chilkat area

）
に
居
住
す
る
父
の
氏
族
の
人
々
を
訪
問
し
た
時

に
、
彼
ら
か
ら
「
ロ
シ
ア
人
に
支
配
さ
れ
て
い
る
人
々
」
や
「
お
ま
え
達
は
あ
の

ロ
シ
ア
人
に
へ
つ
ら
っ
て
き
た
」
と
侮
辱
さ
れ
た
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
従
っ
て
外

国
人
の
扇
動
や
経
済
的
理
由
も
こ
れ
に
は
現
わ
れ
な
い
。

　
こ
の
二
編
の
第
二
の
特
徴
は
、Aleut

へ
の
憎
悪
と
非
難
で
あ
る
。
両
編
の
後

半
部
の
大
部
分
がAleut

非
難
とG

idák

（
銃
の
名
手
、
ロ
シ
ア
名Василий 

К
очесов

）
と
彼
の
補
助
員Алексей Еглевский

（
双
方Aleut

）
の
捕
縛

と
虐
殺
の
経
過
で
あ
る
）
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（

。
特
に
第
一
編
で
はAleut

を
、
ま
ず
貸
し
た
島
の
汚

染
行
為
で
非
難
）
149
（

、
後
半
に
は
「
助
け
世
話
し
た
人
」Tlingits

へ
の
裏
切
り
を
批

判
。
警
告
無
し
に
ロ
シ
ア
側
に
加
わ
り
、
ロ
シ
ア
人
に
強
制
さ
れ
て
で
は
無
く
、

積
極
的
に
彼
らTlingits

殺
害
に
関
与
し
て
い
る
と
の
見
方
を
示
し
、
そ
の
た

め
「The Tlingit

は
彼
ら
を
殺
す
た
め
に
全
員
出
て
行
っ
た
」
と
す
る
。
ま
た

同
じ
理
由
で
子
供
達
のG

idák

虐
殺
へ
の
参
加
も
記
す
。
虐
殺
後
も
両
者
の
遺

体
を
海
に
沈
め
る
と
い
う
彼
ら
の
慣
習
上
遺
体
へ
の
最
大
の
侮
辱
行
為
が
行
わ
れ

る
。
そ
し
て
最
後
にTlingit

の
慣
習
で
は
被
害
者
は
生
き
て
い
る
限
り
必
ず
復

讐
を
行
う
と
報
復
行
為
の
正
当
性
を
語
る
。
従
っ
て
こ
の
二
者
虐
殺
は
、
当
該

Tlingits

のAleut

へ
の
当
然
の
復
讐
と
さ
れ
る
。
事
実
第
二
編
の
最
後
に
、
こ

れ
を
「The K

iks. ádis

、
こ
れ
は
復
讐
だ
っ
た
」
と
断
定
す
る
）
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。

　Tlingit

の
伝
承
が
示
す
の
は
、
こ
れ
はSitka Tlingit

の
中
のK

iks. ádi 
clan

の
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
復
讐
と
、
そ
れ
に
ロ
シ
ア
狩
猟
団
の
主
構
成
員
で

ロ
シ
ア
人
側
の
加
担
者
と
見
な
さ
れ
、
且
つ
生
活
習
慣
上
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る

Aleuts

へ
の
報
復
が
加
わ
っ
たK

iks. ádi

の
攻
撃
で
あ
る
。
加
害
対
報
復
（
復

讐
）
はTlingit

の
社
会
の
基
本
的
習
慣
で
あ
る
。
彼
ら
の
間
で
も
こ
れ
に
よ
る

氏
族
間
の
戦
い
や
講
和
の
た
め
の
人
質
交
換
は
希
で
は
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
こ
の
事
件
と
重
な
る
時
期
に
各
地
域
でTlingits

が
集
り
、

反
ロ
シ
ア
狩
猟
団
の
謀
議
を
行
っ
た
り
、
時
に
は
後
者
を
襲
撃
す
る
事
件
を
実
行

し
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
無
い
。
し
か
しYakutat

か
らH

aida area
に
到
る
広
域
で
計
画
的
組
織
的
に
実
行
さ
れ
た
反
ロ
シ
ア
人
蜂
起
と
こ
れ
を
見

な
す
の
は
問
題
で
あ
る
。
実
はSitka Tlingits

も
全
員
攻
撃
参
加
し
た
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
対
ロ
シ
ア
人
問
題
で
も
地
域
に
よ
り
個
別
の
問
題
を
抱
え
、

解
決
の
た
め
親
族
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
い
く
つ
か
の
地
域
の
い

く
つ
か
の
氏
族
が
集
合
し
、「
報
復
」
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
得
る
。
時
に
は
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集
合
の
理
由
がThe Aakw

éi

の
よ
う
に
魚
油
生
産
・
交
易
や
鮭
漁
と
い
う
季

節
要
因
で
あ
り
、
襲
撃
の
理
由
が
「
報
復
」
で
あ
る
か
不
明
の
場
合
も
あ
る
。

ま
た
外
国
人
に
よ
る
扇
動
説
は
前
述
の
よ
う
に
根
拠
薄
弱
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
ロ
シ
ア
│
ア
メ
リ
カ
会
社
が
支
配
領
域
と
見
な
す
よ
う
に
な
っ
たTlingit

「land

」
が
従
来
通
り
現
地
民
の
慣
習
ル
ー
ル
や
氏
族
間
対
立
が
支
配
す
る
世
界

な
ら
、
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
統
治
外
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
得

な
い
。
こ
の
状
態
の
克
服
に
は
何
よ
り
も
破
壊
さ
れ
た
要
塞
の
奪
回
に
よ
り
ロ

シ
ア
の
軍
事
的
報
復
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
お
そ
ら
くБаранов

は
こ

れ
を
理
解
し
て
い
た
。
こ
れ
程
の
敗
北
に
対
し
報
復
が
で
き
な
け
れ
ば
こ
の
地

域
で
の
ロ
シ
ア
の
権
威
を
保
つ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
お
そ
ら
くTlingit

諸

氏
族
の
み
な
ら
ずChugach

、Tanaina

等
の
こ
の
時
点
で
は
何
と
か
会
社
に

服
従
し
て
い
る
現
地
民
も
遠
か
ら
ず
離
反
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。Хлебников

は
伝
記
の
中
でБаранов

の
決
意
を
「
こ
の
喪
失
の
衝
撃
を
よ
く
考
え
て
、
彼

は
機
会
あ
れ
ば
一
番
に
こ
の
定
住
地
を
再
占
拠
す
る
と
固
く
決
意
し
た
。
彼
が

望
む
の
は
、
外
国
の
交
易
商
人
の
眼
前
で
国
（
ロ
シ
ア
帝
国
）
の
名
声
を
保
持

し
、
政
府
と
会
社
が
彼
に
置
い
た
信
任
を
維
持
し
、
交
易
と
狩
猟
を
拡
大
し
、

利
益
を
そ
れ
に
よ
り
生
み
出
さ
せ
、
こ
う
し
て
祖
国
に
新
た
な
奉
仕
を
行
う
こ

と
だ
っ
た
。）
151
（

」
こ
の
た
め
に
は
、
必
要
な
軍
事
力
・
能
力
が
あ
り
忠
実
な
人
間
・

物
資
の
供
給
が
緊
要
な
課
題
だ
っ
た
。
幸
運
に
も
い
く
つ
か
の
会
社
の
船
が

一
八
〇
二
年
にK

odiak

島
に
来
船
し
、
一
二
〇
人
以
上
の
狩
猟
員
と
物
資
を

補
給
し
た
。U

nalashka

島
か
ら
「О

лга

」
号
、
九
月
十
三
日
にО

хотск
か

ら
「Св. Александр Н
евский

」

号
（Ш

турман В
. П
. П
егров

）

そ

し

て
十
一
月
一
日
に
「Св. Елизавета

」
号
で
あ
る
。
特
に
後
者
は
海
軍
士
官

Л
ейтенант Н

. А
. Хвостов

が
指
揮
し
た
。
そ
の
上
同
年
会
社
は
株
主
総
会
の

決
定
に
よ
り
、Баранов

を
正
式
に
ア
メ
リ
カ
と
島
々
に
あ
る
定
住
地
全
て
の

総
支
配
人
に
任
じ
、
全
権
を
与
え
、
そ
れ
は
指
令
書
で
ア
メ
リ
カ
の
彼
に
伝
え
ら

れ
た
。
だ
が
軍
事
力
不
足
と
統
治
の
た
め
の
人
員
不
足
は
重
大
で
あ
り
、
こ
の
地

域
で
の
ロ
シ
ア
国
家
の
支
配
の
確
立
へ
の
道
は
不
透
明
と
言
わ
ざ
る
得
な
か
っ

た
。
し
か
し
と
も
あ
れ
総
支
配
人А

. А
. Баранов

は
、
失
わ
れ
たSitka

の

М
ихайловская крепость

と
定
住
地
を
奪
回
し
、K

iks. ádi clan

へ
の
報

復
を
行
い
、
ロ
シ
ア
国
家
の
力
と
権
威
を
再
び
こ
の
地
の
現
地
民
に
示
さ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
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と
そ
の
周
辺

出
典
：

U
nder M

ount Saint Eliais ( F
. de Laguna, 1972, part1, p.14, M

ap.1)
に

　
　
　
基
づ
き
、
筆
者
が
作
成

※
部

分
が

Tlingits
の

エ
リ

ア
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註（
１
）　партия

は
狩
猟
団
、партощ

ик

を
狩
猟
団
員
と
訳
す
。
指
揮
者
の
名
を

取
り
「
…
隊
」
と
称
す
場
合
も
あ
る
。
主
にK

odiak

島
か
ら
派
遣
さ
れ
る

「дальная партия

」
とSitka

か
ら
派
遣
さ
れ
そ
の
周
辺
地
域
で
活
動
す

る
「ситхинская партия

」
が
あ
る
。

（
２
）　Н

. Н
. Болховитинов( под. ред), И

стория Русской- Америки 1732-
1867,

　
　
　Т

. II: деятепьнось Российско- ам
ериканской

 ком
пании

(1799-
1825), М

осква,1999, стр.53

（
３
）　А

. В
. Гринёв, И

ндейцы
 Т

линкиты
 в П

ериод
 Р

усской
, 

А
мерики(1741-1867 гг.), Н

овосибирск,1991, стр.114-115.

（
４
）　А

. Р
. А
ртем

ьев, В
осстание индейцев в 1802 г. в истории 

Русской А
мерики- В

опросы
 истории,1999, N

o.3, стр.140

（
５
）　
原

住

諸

民

族

は

英

語

で

はnative

、

ロ

シ

ア

語

で

はместное 
население

で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
現
地
民
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
６
）　Н

. Н
. Болховитинов( под. ред), указ. соч., стр.65.

（
７
）　
こ
の
蜂
起
の
重
大
性
を
強
調
す
る
の
はГринёв
も
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　см

. Гринёв. указ. соч., стр.65.

（
８
）　H

. H
. B

an
croft, H

istory
 of A

L
ask

a
 1
7
3
0
-1
8
5
5
, S

an 
Francisco,1886, p.402.

（
９
）　А

. В
. Гринёв, указ. соч., стр.124.

（
10
）　N

ora
 M
. D

au
en

h
au

er, R
ichard

 D
auenhauer &

 L
yдia 

T
. B

lack
( eds), A

nóoshi Lingít A
aní K

á= R
ussians in

 Tlingit 
A

m
erica: The B

attle of Sitka,1802 and 1804,( Sealaska H
eritage 

Institute), Seattle &
 London,2008

（
11
）　ibid., p. XXX
.

（
12
）　ibid.

（
13
）　ibid.

（
14
）　
し
か
し
関
連
す
る
事
象H

aida- Tlingit

の
対
ロ
シ
ア
同
盟
等
近
隣
原
住

諸
民
族
の
関
与
に
つ
い
て
は
説
明
さ
れ
て
い
る
（
口
承
伝
承
の
部
分
以
外
）。

see, ibid., p. XXX
 III.

（
15
）　К

. Т
. Хлебников, И

сторическое обозрение о занятие острова 

С
итхи

, с известиям
и
 о иностранны

х кораблях(1831 г. ию
ня 

21, Н
овоархангельск)

。
次
の
書
にдокументы

と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

本
稿
は
こ
れ
を
史
料
と
し
て
使
用
。

　
　
　А
. Р
. Артемьев, И

з истории освоения руоскими острова Ситха 
( Баранова), Владивосток,1994, Д

окумент N
o.1, стр12-23.

　
　
　
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
拙
書
「
一
八
〇
二
年
のSitka

の
戦

い
（
一
）」

　
　
　『
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
五
号
、
十
九
頁
註
47
参
照

（
16
）　
こ
の
テ
キ
ス
ト
も
同
書
のД

окумент

に
掲
載
、ibid., pp.28-39.

　
　
　
し
か
し
こ
れ
は
、
次
の
書
に
掲
載
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
再
録
で
あ
り
、
少
し

欠
損
部
分
が
あ
る
。
欠
損
部
分
は
元
の
テ
キ
ス
ト
で
補
塡
。

　
　
　П

авлов, П
. Н
.( от. ред.), К

 истории
 Российско- А

м
ериканской 

К
ом

п
ан

и
и
, сборн

и
к
 докум

ен
тал

ьн
ы
х
 м

атери
ал

ов
, 

К
расноярск,1957. стр.106-123.

　
　
　
但
しдокумент

の
タ
イ
ト
ル
は
こ
の
史
料
集
の
編
者
が
つ
け
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
17
）　N

. D
auenhauer

…, op. cit. p.191.

（
18
）　ibid, pp.185-189.

。
要
塞
攻
撃
を
語
るTlingit oral tradition

に
つ
い

て
は
そ
の
章
で
記
す
。

（
19
）　W

. W
. Schum

acher

は
こ
の
「The U

nicorn

」
号
船
長H

enry Barber

に
関
す
る
唯
一
の
研
究
者
。

　
　
　Barber

に
関
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
「The Sydney

」
紙
に
掲
載

さ
れ
た
（
一
八
〇
三
年
五
月
二
九
日
付
）
史
料
等
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

see, ibid. pp.203-209.( A
fterm

ath of the Sitka M
assacre of 1802)

。

こ
れ
に
は
彼
の
説
明
が
付
く
。

　
　
　
彼
の
論
文
は
以
下
を
参
照
。see, pp.211-216.

（
20
）　ibid. p. XXX

.
（
21
）　
ロ
シ
ア
狩
猟
団
を
構
成
し
たnative

はChugach

エ
ス
キ
モ
ー
、

K
odiak

エ
ス
キ
モ
ー
、
及A

leut

が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
三
者
の
各
々
ロ

シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
で
はЧ

угачи, К
оняти, Аlеуты

と
呼
ば
れ
た
。
今
日

言
語
分
類
上
の
呼
称
は
異
な
る
が
、
本
稿
は
ロ
シ
ア
名
の
英
語
表
記
で
あ
る

Chugach, K
oniagi, A

leut

を
原
則
と
し
て
用
い
る
。
ロ
シ
ア
語
史
料
か
ら
の
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引
用
で
呼
称
を
用
い
る
場
合
は
例
外
と
し
て
ロ
シ
ア
語
名
を
用
い
る
。

（
22
）　Хлебников

は
①
の
史
料
でАнгличанина

と
記
す
。

　
　
　Хлебников, указ. соч., стр.16.

　
　
　
彼
は
ま
た
、Ситка

近
く
に
投
錨
し
て
い
た
二
隻
の
イ
ギ
リ
ス
船
と
一
隻

の
ア
メ
リ
カ
船
か
ら
十
一
人
の
水
夫
が
強
制
的
に
降
ろ
さ
れ
、
そ
の
内
バ
ラ
ー

ノ
フ
が
三
人
雇
用
し
、
残
り
はTlingits( колош

и)

の
下
に
残
存
し
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。см

. там
 ж
е, стр.15.

　
　
　А

ртемьев
は
「H

ancook

」
号
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
五
人
と
す

る
。

　
　
　см

. А
ртемьев, В

осстание

…, стр.142.

　
　
　Гринëв

は
五
人
ま
た
は
七
人
の
「англичанин

」
と
す
る
。
加
え
て
、

彼
ら
を
ロ
シ
ア
│
ア
メ
リ
カ
会
社
に
雇
用
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
水
夫
と
記
す
。

　
　
　см

. Гринëв, указ. соч., стр.253.

（
23
）　А

ртемьев, указ. соч., стр.142.

（
24
）　А

ртемьев, там
 ж
е.

（
25
）　Хлебников, указ. соч., стр.16.

（
26
）　
要
塞
内
に
い
た
人
々
の
名
前
や
動
き
に
つ
い
て
は
生
存
者К

атерина 
П
иннуин

が
証
言
。

　
　
　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.187( E
yew

itness Testim
onies of 1802 

Survivors).

（
27
）　Хлебников, указ. соч., стр.16.

（
28
）　там

 ж
е

（
29
）　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.185( E
yew

itness Testim
onies of 1802 

Survivors).

　
　
　Гринев

は
残
存
史
料
を
検
討
し
、
攻
撃
の
日
付
を
確
定
す
る
こ
と
が
正
確

な
情
報
不
足
の
た
め
困
難
で
あ
る
と
結
論
。см

. Гринев, указ. соч., стр.121.

（
30
）　А

ртемьев, В
осстание

…, стр.143.

（
31
）　Tlingit

側
の
研
究
者
も
こ
の
攻
撃
日
を
一
八
〇
二
年
六
月
十
五
日
夕
方
と

記
し
て
い
る
。see N

. D
auenhauer

…, op. cit. p. XXX
.

（
32
）　Tlingit

語
で
はA

nóoshi Lingítsh Shaw
uxéejí, see, ibid., p. XXX

.

（
33
）　Tlingit oral traditions

で
の
地
名
。ibid., p.158.

（
34
）　ibid., p.185( E

yew
itness Testim

onies of 1802 Survivors).

（
35
）　ibid.

（
36
）　Хлебников, указ. соч., стр.16.

（
37
）　
彼
に
つ
い
て
はП

лотников

の
証
言
の
註
４
を
参
照
。N

. D
auenhauer

…, 
op. cit., p.188.

（
38
）　ibid. p.185.

（
39
）　ibid.

（
40
）　Н

овоархангельская крепость

と
も
呼
ば
れ
る
。

（
41
）　
ロ
シ
ア
の
史
料
もTlingit oral tradition

も
こ
の
戦
い
と
そ
の
後
に
関

す
る
事
実
に
つ
い
て
は
主
要
な
点
す
べ
て
で
一
致
し
て
い
る
とTlingit

側
研

究
者
も
認
め
て
い
る
。see N

. D
auenhauer

…, op. cit. p. XXX
.

（
42
）　Хлебников, указ. соч., стр.16.

（
43
）　Tlingits

の
攻
撃
を
受
け
た
時
のМ

ихайловская крепость

の
内
外

の
混
乱
の
様
子
を
生
々
し
く
語
っ
て
い
る
。
即
ち
攻
撃
・
ロ
シ
ア
側
の
反
撃
・

殺
さ
れ
る
ロ
シ
ア
側
の
人
々
・
砦
の
焼
亡
そ
し
て
自
ら
の
必
死
の
脱
出
・
逃
亡

等
々
。

　
　
　see N

. D
auenhauer

…, op. cit., pp.185-186( Eyew
itness Testim

onies 
of 1802 Survivors).

（
44
）　ibid. p.187.

ロ
シ
ア
語
で
は
「Видно не просто

」（
註
14
）p.189.

（
45
）　Артемьев, Восстание

…, стр.143.

　
　
　
し
か
し
一
八
〇
三
年
付
、Баранов

の
本
社
へ
の
死
者
数
の
報
告
の
中
に

К
лохтин

は
含
ま
れ
無
い
。см

. Гринëв, указ. соч., стр.123.

（
表
を
参
照
）

　
　
　
生
存
者П

иннуин

の
証
言
に
よ
れ
ば
、
両
者
は
砦
の
外
に
と
り
残
さ
れ
た
。

　
　
　see N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.187( E
yew

itness Testim
onies of 

1802 Survivors).

（
46
）　ibid.

（
47
）　Хлебников, указ. соч., стр.17.

（
48
）　
こ
の
砦
の
中
の
戦
い
の
様
子
はХлебников

の
報
告( Хлебников, указ.

соч., стр.16-17)

とП
иннуин

の
証
言( N

. D
auenhauer

…,. op. cit., p.187)
を
参
照
。

（
49
）　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.187.

（
50
）　
砦
に
火
を
つ
け
た
人
物
に
つ
い
て
はTlingit oral traditions

で
言
及
さ

れ
て
い
る
。
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　ibid., p.162, p.168.

（
51
）　ibid., p.187.

（
52
）　ibid

（
53
）　ibid., pp.187-188.

　
　
　Хлебников

は
こ
の
槍
で
刺
し
貫
か
れ
た
人
間
をTlingits

が
虐
殺
し
首

を
切
っ
た
と
書
い
て
い
る
。Хлебников, указ. соч., стр.17.

（
54
）　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.185( E
yew

itness Testim
onies of 1802 

Survivors).

（
55
）　ibid., p.188.

（
56
）　ibid., p.186.

（
57
）　ibid.

（
58
）　Хлебников, указ. соч., стр.17.

（
59
）　Гринëв, указ. соч., стр.121-122.

（
60
）　K

' alyáan

は
本
稿
で
も
以
後
し
ば
し
ば
登
場
す
る
こ
の
戦
い
のTlingit

側

の
英
雄
。

　
　
　see N

. D
auenhauer

…,. op. cit., p. XXX
.

（
61
）　Хлебников, указ. соч., стр.17.

（
62
）　N

. D
auenhauer

…,. op. cit., p. XXX
.

（
63
）　
註
50
参
照
。

（
64
）　ibid., p. XXX

.

（
65
）　Хлебников

は
こ
の
隊
の
こ
と
を
生
き
残
っ
たБатурин
を
代
表
さ
せ

て
彼
の
名
で
言
及
す
る
。

　
　
　Хлебников, указ. соч., стр.18.

（
66
）　
こ
れ
に
つ
い
て
はTlingit oral traditions

の
こ
の
事
件
に
関
す
る
話
で

語
ら
れ
て
い
る
の
で
後
述
す
る
。

（
67
）　「The U
nicorn

」
号
（H

. B
arber

指
揮
）

（
68
）　
ど
ち
ら
の
村
もK

odiak

島
の
村
。
従
っ
て
両
者
はK

oniagi

と
言
わ
れ
て

い
る
。

（
69
）　N
. D

auenhauer

…, op. cit., p.186. П
лотников

の
証
言
が
続
い
て
い
る
。

（
70
）　П

лотников

はБатурин

と
の
再
会
を
非
常
に
喜
ぶ
。ibid.

（
71
）　
救
出
の
日
付
は
六
月
二
二
日
（
七
月
四
日
）、
こ
の
船
がStarrigavan 

B
ay

に
再
投
錨
し
た
時
と
研
究
者
は
比
定
。
こ
の
船
は
六
月
十
六
日
（
六

月
二
八
日
）
にSitka Sound

に
到
着
し
、
六
月
十
九
日
（
七
月
一
日
）

Snugharbor

に
投
錨
。
六
月
二
二
日
（
七
月
四
日
）
に
こ
の
場
所
に
移
動
し

た
。
そ
こ
で
前
記
の
二
名
救
出
。
さ
ら
に
翌
六
月
二
三
日
（
七
月
五
日
）
さ
ら

に
非
ロ
シ
ア
人
の
会
社
雇
用
者
を
救
出
。
大
部
分
女
性
。
な
お
六
月
十
八
日

（
六
月
三
〇
日
）
即
ちSitka

要
塞
攻
撃
の
数
日
後
、Tlingit toion

が
三
人

の
ア
メ
リ
カ
人
水
夫
と
捕
え
た
ロ
シ
ア
人
一
人
（Tradanov

）
を
連
れ
て
船

に
来
た
と
の
記
録
が
あ
る
。（
こ
の
ロ
シ
ア
人
は
こ
の
時
は
解
放
さ
れ
な
い
）

　
　
　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.204.

　
　
　
な
お
本
稿
の
日
付
は
露
暦
で
あ
る
。
十
八
世
紀
は
十
二
日
を
加
え
る
と
西
暦

に
戻
る
。
こ
の
場
合
（
　
）
内
が
西
暦
の
日
付
で
あ
る
。

（
72
）　Shk' aw

ulyeil

とK
' alyáan

が
「U

nicorn

」
号
を
訪
れ
捕
縛
さ
れ
る
事
件
に

つ
い
て
は
、П

лотников

の
証
言
に
沿
っ
て
記
述
す
る
。see, ibid., p.186.

　
　
　
ロ
シ
ア
語
のтойон

は
英
語
で
はtoion

又
はtoen

。
原
則
と
し
てtoion

を
用
い
る
。

（
73
）　
奴
隷
と
さ
れ
分
配
さ
れ
た
。ibid., p.188.

（
74
）　ibid., p.206.

（
75
）　ibid., p.187.

（
76
）　ibid., p.206.

（
77
）　
六
月
三
〇
、
七
月
四
日
、
七
月
五
日
の
三
日
間
交
換
。К

. П
иннуин

が
交

換
さ
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
六
月
三
〇
日
。（Ebbets

の
船
）、
女
の
多
く
は

K
oniagi

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　ibid., p.204.

（
78
）　ibid., p.187.

（П
лотников

の
証
言
）

（
79
）　Артемьев, Восстание

…, стр.144.

　
　
　
異
な
る
数
字
が
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ばH

. Barber

の
記
述
で
は
男
八

人
、
女
十
七
人
、
子
供
三
人
の
計
二
八
人
。

　
　
　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.206.
（
80
）　ibid., pp.203-209.

（
81
）　ibid., pp.205-206.

こ
こ
で
の
記
述
内
容
は
煩
瑣
に
な
る
の
で
以
後
註
記
し

な
い
。

（
82
）　ibid., pp.205-206.

（
83
）　ibid., p.205.
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　B

arber

は
攻
撃
を
土
曜
日
と
し
て
い
る
。
実
際
は
日
曜
日
に
起
っ
た
。

（
84
）　ibid.

（
85
）　ibid., p.206.

実
際
に
は
五
万
ド
ル
の
代
金
を
要
求
し
、
一
万
ド
ル
相
当
の

毛
皮
を
代
金
と
し
てБаранов

か
ら
得
て
か
ら
人
質
を
引
き
渡
し
た
。

（
86
）　
こ
の
こ
と
の
た
めХлебников

はБарбер

を
「ж

адный корыстолюбец

」

と
呼
ぶ
。

　
　
　Хлебников, указ. соч., стр.19.

（
87
）　N

. D
auenhauer

…, op. cit., pp.206-207.

（
88
）　ibid., p.207.

（
89
）　ibid.

（
90
）　ibid.

註
３

（
91
）　ibid., p.208.

註
10

（
92
）　Хлебников, указ. соч., стр.19.

（
93
）　
彼
の
小
伝
は
、see, N

. D
auenhauer

…,. op. cit., pp.211-216.

（
94
）　H

. B
arber

の
そ
の
後
の
人
生
に
つ
い
て
。 ibid., pp.213-214.

（
95
）　Хлебникёв, указ. соч., стр.19.

　
　
　Гринёв, указ. соч., стр.116.

（
96
）　B

ucareli B
ay

（
97
）　А

ртемьев, указ. соч., стр.144.

（
98
）　Хлебников, указ. соч., стр.19-20.

（
99
）　там

 ж
е, стр.20.

　
　
　А

ртемьев

の
計
算
で
は
四
六
人
。Артемьев, Восстание

…, стр.144.

（
100
）　Хлебников, указ. соч., стр.20.

（
101
）　Thom

as F
. Thornton

( ed), H
aa Leelk' w

 H
ás A

aní Saax' ú: O
ur 

G
randparents' N

am
es on

 the Land, Seattle &
 London

,2012.
( Sealaska H

eritage Institute, Juneau)

（
102
）　ibid., p.125.

（
103
）　W
allece M

. O
lson, The Tlingit, Auke Bay( Alaska),1995. p.32.

（
104
）　И

ван Александрович К
ускoв(1765-1823). А

. А
. Баранов

の
副
官
。

　
　
　
本
稿
で
使
用
す
るК

ускoв

の
報
告
書
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
註
16
を
参

照
。

（
105
）　K

ax' noow
ú

はIce Streit

とLynn Canal

（
上
流
はChilkat Inlet

）

の
合
流
点
近
く
に
あ
る
。

（
106
）　А

. Р
. А
ртем

ьев, И
з истории

 освоения
 русским

и
 острова 

С
итха ( Б

аранова), В
ладивосток,1994,( П

рилож
ение) Д

окум
ент 

N
o.2, стр28.

　
　
　K

ax' noow
ú

はK
aagw

aantaan clan

のhom
e village

（
氷
河
の
拡

大
に
追
わ
れ
移
住
）

（
107
）　там

 ж
е.

（
108
）　там

 ж
е, стр.29.

そ
の
後
の
現
地
民
と
の
抗
争
の
経
過
に
つ
い
て
もстр.29-

30

を
参
照
。

（
109
）　там

 ж
е, стр.30.

（
110
）　там

 ж
е, стр.31.

（
111
）　
こ
の
報
告
書
の
英
訳
が
「R

ussians in Tlingit Am
erica

」
に
所
収

( section VI, Ivan K
uskov Report to Baranov July 1,1802)

。
こ
れ
に

は
、Tlingit

研
究
の
最
新
の
成
果
に
基
く
詳
細
な
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
も
こ
の
註
を
参
照
す
る
。

　
　
　П

авел Родионов

に
つ
い
て
、N

. D
auenhauer

…, pp.200-201.

註
10
，

註
13.

（
112
）　Артемьев, И

з истории

…, стр.31.

（
113
）　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.201.

註
14., Eurachon

の
別
名fooligan 

or condl fish.

（
114
）　Артемьев, И

з истории

…, стр.31.

　
　
　
通
訳И

ван Н
ечаев

はK
ax' noow

ú

に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、

両
者
を
知
っ
て
い
る
。

（
115
）　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.201.

註
16.

（
116
）　ibid., p.201.

註19.

（
117
）　Артемьев, И

з истории

…, стр.32.
（
118
）　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.201.

註
21.

（
119
）　Артемьев, И

з истории

…, стр.32.
（
120
）　там

 ж
е.

（
121
）　там

 ж
е, стр.32-33.

　
　
　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.201.

註
23.

（
122
）　Артемьев, И

з истории

…, стр.33.



群馬県立女子大学紀要　第36号 40

　
　
　「Ч

асты
е острова

」
は
現
在
のSalisbury Sound

を
指
す
。

　
　
　see, N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.201.

註
24.

（
123
）　А

ртемьев, И
з истории

…, стр.33.
（
124
）　там

 ж
е.

（
125
）　「один благодетельны

й какой- то колю
ж
ский обитатель

」（
善

良
で
親
切
なTlingit

住
民
）тамж

е.

　
　
　
彼
の
警
告
はХлебников

の
記
述
と
少
し
異
な
る
。

　
　
　см

. Хлебников, указ. соч., стр.20.

（
126
）　А

ртемьев, И
з истории

…, стр.34.

（
127
）　The katm

ai toion О
сип

が
動
揺
す
る
狩
猟
団
員
を
励
ま
し
た
。

　
　
　там

 ж
е.

（
128
）　N

. D
auenhauer

…,. op. cit., pp.201-202.

註
31.

（
129
）　А

ртемьев, И
з истории

…, стр.35. Ф
едор

の
件
も
同
じ
頁
参
照
。

（
130
）　Хаткейк

は
ロ
シ
ア
語
の
名
前
。Tlingit nam

e

が
比
定
で
き
る
場
合
は

併
記
す
る
。
こ
の
場
合
は
ま
だ
推
定
で
あ
る
。

　
　
　N

. D
auenhauer

…,. op. cit., p.202.

註
34.

（
131
）　ibid.

註
35.

（
132
）　
こ
の
旅
と
南
部
の
村
で
の
集
会
に
つ
い
て
。

　
　
　см

. А
ртемьев, И

з истории

…, стр.36.

　
　
　
当
地
（Tykinaá

）
はD

aikeikeena

の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
　
　
こ
の
名
称
はH

aida

語
。H
aida

居
住
地
。

　
　
　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.202.

註
37.

（
133
）　
こ
の
地
名
に
関
し
て
は
不
明
。

　
　
　see, N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.202.

註
38.

（
134
）　ibid.

註40.

（
135
）　А

ртемьев, И
з истории

…, стр.36.

以
下
の
計
画
の
根
拠
は
不
明
。

（
136
）　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.202.

註
43.

（
137
）　А
ртемьев, И

з истории

…, стр.36-37.

（
138
）　там

 ж
е, ctp.37.

　
　
　N

. D
auenhauer

…, op. cit., p.202.

註
46.

（
139
）　А

ртемьев, И
з истории

…, стр.37.

（
140
）　
こ
の
手
紙
は
未
発
見
。N

. D
auenhauer

…,. op. cit., p.202.

註
47.

（
141
）　Артемьев, И

з истории

…, стр.37.

（
142
）　The K
atm

ai

はAlaska

半
島
の
南
東
岸
に
あ
る
。Shelikov Streit

を

は
さ
ん
で
、K

odiak

島
の
対
岸
で
あ
る
。
原
住
民
族
はK

odiak

島
の
住
民

と
同
族K

oniagim
iut.

（
143
）　Артемьев, И

з истории

…, стр.37-38.

（
144
）　там

 ж
е, стр.38.

（
145
）　там

 ж
е.

（
146
）　
現
代
のTlingit

研
究
の
基
礎
を
成
す
と
言
っ
て
よ
い
の
がFederica de 

Laguna

の
一
連
の
研
究
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
成
果
が
次
の
研
究
報
告
書
。

　
　Federica de Laguna, U

nder M
ount Saint Elaias: the history and 

culture of the Yakutat Tlingits, part1-3, city of W
ashington,1972.

（
147
）　N

. D
auenhauer

…, op. cit.,

（

語

り

手

はAndrew
 P
. Johnson), Part 

O
ne, pp.157-166. Part Three. pp.167-169.

（
148
）　N

. D
auenhauer

…, op. cit., pp.162-164( Part O
ne), p.168( Part Three)

（
149
）　ibid., p.162.

（
150
）　ibid., p.168.

（
151
）　K

. T
. K

hlebnikov, B
aranov: C

hief m
aneger of the R

ussian 
colonies in Am

erica, K
ingston( Canada),1973, p.39.


